
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
期
（
一
九
四
八
〜
一
九
五
〇
）
の
状
況

―
府
・
市
に
よ
る
閉
鎖
措
置
と
公
立
学
校
へ
の
転
校
の
視
点
か
ら

―松
　
　
下
　
　
佳
　
　
弘

は
じ
め
に

現
在
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
子
ど
も
の
就
学
の
場
は
八
〜
九
割
が
日
本
の
小
中
学
校
、
一
〜
二
割
が
民
族
学
校
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
の
小
中
学
校

に
多
数
在
籍
す
る
在
日
の
子
ど
も
た
ち
に
目
を
む
け
た
取
組
が
始
ま
っ
た
の
は
、
京
都
市
で
は
「
外
国
人
教
育
の
基
本
方
針
（
試
案
）」
が
策
定
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
初

頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
子
ど
も
の
大
多
数
が
日
本
の
学
校
に
就
学
す
る
現
在
の
形
が
成
立
し
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
以
前
の
一
九

五
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
の
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
措
置
が
そ
の
直
接
の
契
機
で
あ
っ
た
。

京
都
に
お
い
て
も
一
九
四
五
年
の
解
放
以
降
、
多
く
の
「
国
語
講
習
所
」
が
開
設
さ
れ
、
や
が
て
朝
鮮
人
学
校
へ
と
発
展
す
る
。
一
九
四
八
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
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ノ
ー
ト
概
要

一
九
四
八
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
措
置
に
よ
り
、
多
数
の
朝
鮮
人
児
童
は
日
本
の
学
校
へ
の
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
京
都
で
は
、
一
九
四
八
年

五
月
、
府
当
局
と
朝
鮮
人
団
体
と
の
「
覚
書
」
に
よ
る
朝
鮮
人
学
校
の
認
可
と
公
立
学
校
内
の
特
別
学
級
設
置
に
よ
っ
て
、
閉
鎖
措
置
を
一
旦
は
回
避
す
る
。
し
か
し
翌
年
、

政
府
に
よ
る
朝
連
解
散
措
置
に
よ
り
、
京
都
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
人
特
別
学
級
と
し
て
の
校
舎
使
用
の
禁
止
と
前
年
認
可
さ
れ
た
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
・
改
組
の
措
置
が
と
ら

れ
る
。
学
校
を
失
っ
た
朝
鮮
人
児
童
は
京
都
市
立
小
学
校
へ
転
校
す
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
期
の
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
を
め
ぐ
る
状
況

と
朝
鮮
人
児
童
の
市
立
小
学
校
へ
の
転
校
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
行
政
文
書
を
通
し
て
整
理
し
た
。



の
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
に
よ
り
、
そ
の
様
相
は
大
き
く
変
動
、
多
数
の
子
ど
も
が
京
都
市
立
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
な
り
現
在
に
つ
な
が
る

民
族
学
校
や
民
族
学
級
が
発
足
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
京
都
市
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
校
と
そ
の
閉
鎖
の
状
況
は
こ
れ
ま
で
主
に
朝
鮮
人
学
校
側
の
資
料
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
閉
鎖
の
全
体
像
や
閉
鎖
に
伴
う
公
立
学
校
へ
の
転
校
な
ど
の
詳
し
い
状
況
は
な
お
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
当
時
の
京
都
府
の
行
政
文
書
、
京
都
連

絡
調
査
事
務
局
の
中
央
へ
の
報
告
文
書
、
市
立
学
校
の
資
料
等
か
ら
、
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
期
の
実
相
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

ノ
ー
ト
の
構
成

１．
「
閉
鎖
」
前
史
―
一
九
四
五
年
〜
一
九
四
八
年

（
１
）
朝
鮮
人
学
校
と
「
一
・
二
四
通
達
」

（
２
）「
一
・
二
四
通
達
」
当
時
の
京
都
の
朝
鮮
人
学
校

２．

第
一
次
学
校
閉
鎖
の
措
置
「
一
・
二
四
通
達
」
以
降
の
経
過
―
一
九
四
八
年

（
１
）
京
都
府
と
朝
連
・
教
育
会
と
の
覚
書
（
五
月
）

（
２
）
教
職
員
適
格
審
査
と
朝
鮮
人
学
校
の
認
可
（
九
月
）

（
３
）
京
都
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
の
問
題
と
特
別
学
級
の
設
置
（
十
月
）

３．

第
二
次
学
校
閉
鎖
・
改
組
の
措
置
―
一
九
四
九
年

（
１
）
陶
化
小
学
校
校
舎
使
用
問
題
（
九
月
）

（
２
）
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
・
改
組
の
措
置
（
十
月
〜
十
一
月
）

４．

市
立
学
校
へ
の
転
校
の
措
置
―
一
九
五
〇
年

（
１
）
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
に
よ
る
児
童
の
転
校

（
２
）
京
都
市
立
小
学
校
へ
の
転
校
の
状
況

□
注
記
１．

先
行
研
究
　
こ
の
時
期
の
京
都
の
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。

①
朝
・
日
関
係
京
都
研
究
会[

文
責
・
黄
鎮
益]

「
京
都
民
族
教
育
　
解
放
後
の
足
跡
（
略
年
表
）」『
同
胞
と
社
会
科
学
』
第
五
号
　
一
九
八
九
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②
中
島
智
子
「
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
お
け
る
民
族
学
級
の
位
置
と
性
格
―
京
都
を
中
心
と
し
て
―
」『
京
都
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
号
　
一
九
八
一

③
中
島
智
子
「
解
放
直
後
の
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
年
）」『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
二
〇
号
　
一
九
九
〇

④
呉
鳴
夢
　
成
大
盛
「
解
放
後
の
初
期
在
京
都
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
〇
）」『
社
協
京
都
会
報
』
第
九
号
　
二
〇
〇
七

⑤
拙
稿
「
京
都
市
に
お
け
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
教
育
の
成
立
ま
で
の
経
過
」『
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
九
号
　
二
〇
〇
四

□
注
記
２．
「
朝
鮮
人
学
校
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て

一
九
四
五
年
九
月
以
降
、
全
国
各
地
に
「
国
語
講
習
所
」
も
含
め
、
在
日
朝
鮮
人
に
言
葉
や
歴
史
を
教
え
る
た
め
の
様
々
な
態
様
の
「
学
校
」
が
設
立
さ
れ
た
。
中
に
は
教
員
一
名
、
一
教
室
と

い
う
も
の
か
ら
、
生
徒
数
が
一
〇
〇
名
を
超
え
る
大
規
模
も
の
ま
で
、
名
称
も
「
朝
連
○
○
小
学
校
」「
初
等
学
校
」
等
、
多
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
経
営
主
体
も
朝
鮮
人
連
盟
（
朝
連
）
の
ほ
か
居

留
民
団
系
の
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
期
に
創
設
さ
れ
た
こ
う
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
機
関
を
と
り
あ
え
ず
「
朝
鮮
人
学
校
」
と
総
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

□
注
記
３．
「
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
期
」
に
つ
い
て

一
九
四
八
年
一
月
の
「
一
・
二
四
通
達
」
を
第
一
次
学
校
閉
鎖
の
措
置
と
考
え
、
一
九
四
九
年
十
月
か
ら
十
一
月
の
一
連
の
通
達
を
第
二
次
閉
鎖
の
措
置
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

一
九
四
八
年
一
月
か
ら
京
都
で
の
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
校
が
ほ
ぼ
終
了
す
る
一
九
五
〇
年
ま
で
を
京
都
に
お
け
る
「
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
期
」
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

１．
「
閉
鎖
」
前
史-

一
九
四
五
年
〜
一
九
四
八
年

（
１
）
朝
鮮
人
学
校
と
「
一
・
二
四
通
達
」

一
九
四
五
年
秋
以
降
、
全
国
各
地
に
朝
鮮
人
の
手
で
開
設
さ
れ
た
「
国
語
講
習
所
」
は
、
十
月
に
結
成
さ
れ
た
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
朝
連
）
の
指
導
の
下
に
組
織
化

さ
れ
、
一
九
四
六
年
六
月
か
ら
は
初
等
学
院
等
の
名
称
で
整
備
、
次
第
に
朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
朝
鮮
へ
の

帰
還
が
停
滞
す
る
一
九
四
六
年
夏
以
降
、
朝
連
は
、
初
等
・
中
等
・
師
範
学
校
の
三
種
類
に
す
る
な
ど
民
族
教
育
の
体
系
化
・
正
規
化
を
進
め

（
１
）

、
一
九
四
七
年
十
月
に
は
、

朝
連
系
の
初
等
学
校
が
全
国
で
五
四
一
校
、
五
七
、〇
〇
〇
人
の
児
童
数
を
擁
す
る
ま
で
に
広
が
っ
た
。
こ
う
し
て
占
領
下
の
朝
鮮
人
の
民
族
教
育
は
急
速
に
拡
大
し
た
が
、

一
九
四
八
年
以
降
そ
の
様
相
は
一
転
、
一
九
四
九
年
十
一
月
の
「
閉
鎖
命
令
」
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
朝
鮮
人
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
多
数
の
子
ど
も
が
日
本
の
公
立
学
校
に

就
学
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（S

u
prem

e
C

om
m

an
der

for
th

e
A

llied
P

ow
ers

連
合
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
と
文
部
省
の
「
教
育
政
策
」

を
取
り
上
げ
、
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
ま
で
の
経
過
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
概
要
を
整
理
す
る
。

（
２
）

こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
学
校
は
日
本
の
法
律
（
学
校
教
育
法
一
九
四
七
年
三
月
三
十
一
日
施
行
）
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
学
校
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
し
た
状
況
の

下
で
、
校
舎
は
朝
連
の
分
会
事
務
所
や
日
本
の
学
校
の
教
室
な
ど
、
教
員
は
一
、
二
名
と
い
う
学
校
が
多
く
あ
り
、
教
育
内
容
も
独
自
に
決
め
、
財
政
負
担
も
自
ら
が
担
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っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
か
ら
日
本
の
教
育
法
制
の
も
と
で
の
学
校
設
置
認
可
を
受
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
朝
鮮
人
学
校
に
対
し
て
占
領
下
に
あ
っ
た
文
部
省
、
地
方
教
育
当
局
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
の
ぞ
ん
だ
の
か
。
朝
鮮
人
学
校
が
急
激
に
増
加
す
る
一
九
四
六

年
当
時
に
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
文
部
省
は
朝
鮮
人
学
校
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
か
方
針
は
決
め

か
ね
て
い
た
。
し
か
し
一
九
四
七
年
に
な
る
と
状
況
は
変
わ
る
。
朝
鮮
人
の
集
団
帰
還
が
一
九
四
六
年
末
に
ほ
ぼ
終
結
し
、
帰
還
し
な
か
っ
た
朝
鮮
人
の
日
本
で
の
定
住

の
可
能
性
が
高
く
な
り
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
日
本
に
在
留
す
る
朝
鮮
人
は
日
本
の
法
令
に
従
う
べ
き
こ
と
を
表
明
す
る
。

（
３
）

こ
れ
を
受
け
文
部
省
は
、
地
方
行
政
事
務
局
か
ら
の

「
朝
鮮
人
児
童
の
義
務
教
育
に
つ
い
て
」
と
い
う
照
会
に
、
一
九
四
七
年
一
月
に
回
答
を
示
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
同
年
四

月
、
各
都
道
府
県
に
「
朝
鮮
人
児
童
の
就
学
義
務
に
関
す
る
件
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
通
知
し
た
。

（
４
）

一
、
朝
鮮
人
の
児
童
は
日
本
人
児
童
と
同
様
、
就
学
せ
し
む
る
義
務
が
あ
る
か
な
い
か
。〈
回
答
〉
現
在
日
本
に
在
留
す
る
朝
鮮
人
は
日
本
の
法
令
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
応

朝
鮮
人
の
児
童
に
つ
い
て
も
日
本
人
の
児
童
と
同
様
、
就
学
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
、
か
つ
実
際
上
も
日
本
人
児
童
と
異
な
っ
た
不
利
益
な
取
扱
を
し
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
就
学
義
務
を

強
制
す
る
こ
と
の
困
難
な
事
情
が
一
方
的
に
あ
り
得
る
か
ら
、
実
情
を
考
慮
し
て
適
切
に
措
置
さ
れ
た
い
。

二
、
朝
鮮
人
が
そ
の
子
弟
を
教
育
す
る
た
め
、
小
学
校
又
は
上
級
の
学
校
、
若
し
く
は
各
種
学
校
を
新
設
す
る
場
合
に
、
府
県
は
こ
れ
を
認
可
し
て
差
支
え
な
い
か
。〈
回
答
〉
差
支
え
な
い
。

戦
後
日
本
の
新
教
育
法
制
の
も
と
に
な
る
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
施
行
の
一
九
四
七
年
四
月
の
こ
の
時
点
で
、
在
日
朝
鮮
人
の
児
童
も
義
務
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
初
め
て
明
確
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
と
同
時
に
「
就
学
義
務
を
強
制
す
る
こ
と
の
困
難
な
事
情
」
が
あ
る
か
ら
就
学
を
強
要
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
難

し
い
と
考
え
、
地
方
教
育
行
政
当
局
に
は
「
実
情
を
考
慮
し
て
適
切
に
措
置
さ
れ
た
い
」
と
し
た
。
ま
た
朝
鮮
人
学
校
の
認
可
に
つ
い
て
も
「
差
支
え
な
い
」
と
し
、
在
日

朝
鮮
人
の
民
族
教
育
を
一
定
程
度
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
在
日
朝
鮮
人
は
日
本
の
法
令
に
従
う
べ
き
と
い
う
方
針
を
明
確
に
し
た
こ
と

や
戦
後
日
本
の
新
教
育
法
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
方
行
政
当
局
の
指
導
・
監
督
に
当
た
っ
て
い
た
各
地
の
地
方
軍
政
当
局
は
こ
れ
ま
で
日
本
の
学
校
と

は
別
個
の
存
在
で
あ
っ
た
朝
鮮
人
学
校
と
そ
の
教
職
員
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
口
県
で
は
朝
鮮
人
学
校
の
登
録
と
教
員
の
「
教
職
員
適
格
審
査
」
を
行
う
よ
う
県

当
局
に
指
示
し
、
県
教
育
部
は
朝
鮮
人
学
校
と
そ
の
教
職
員
の
登
録
を
行
う
よ
う
指
示
、
期
限
内
に
登
録
し
な
い
場
合
は
閉
鎖
す
る
と
通
達
し
た
。

（
５
）

大
阪
府
や
神
奈
川
県
の

地
方
軍
政
当
局
に
お
い
て
も
類
似
の
動
き
が
あ
り
、
報
告
を
受
け
た
担
当
部
局
の
民
間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
は
、
朝
鮮
人
学
校
に
対
し
て
も
地
方
行
政
当
局
が
日
本
の

教
育
関
係
法
を
適
用
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

（
６
）

さ
ら
に
朝
鮮
人
学
校
に
対
す
る
地
方
行
政
当
局
の
権
限
を
明
確
に
す
る
た
め
の
通
達
を
作
成
す
る
よ
う
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文
部
省
に
指
示
し
た
。
そ
し
て
文
部
省
は
一
九
四
八
年
一
月
二
十
四
日
「
朝
鮮
人
設
立
学
校
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
通
達

（
７
）（

以
下
「
一
・
二
四
通
達
」）
を
出
し
た
。

一
、
現
在
日
本
に
在
留
す
る
在
日
朝
鮮
人
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日
付
総
司
令
部
発
表
に
よ
り
日
本
の
法
令
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
朝
鮮
人
の
子
弟
で
あ
っ
て
も
、
学
齢
に

該
当
す
る
も
の
は
、
日
本
人
同
様
、
市
町
村
立
又
は
私
立
の
小
学
校
又
は
、
中
学
校
に
就
学
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
私
立
の
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
設
置
は
、
学
校
教
育
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
都
道
府
県
監
督
庁
（
知
事
）
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
齢
児
童
ま
た
は
学
齢
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
各
種
学
校
の
設
置
は
認
め
ら
れ
な
い
。
私
立
の

小
学
校
及
び
中
学
校
に
は
、
教
育
基
本
法
第
八
条
（
政
治
教
育
）
の
み
な
ら
ず
、
設
置
廃
止
、
教
科
書
、
教
科
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
に
お
け
る
総
則
並
び
に
小
学
校
及
び
中
学
校

に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
朝
鮮
語
等
の
教
育
を
課
外
に
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。

二
、
学
齢
児
童
及
び
学
齢
生
徒
以
外
の
者
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
各
種
学
校
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
及
び
第
八
十
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

三
、
前
二
項
の
趣
意
を
実
施
す
る
為
、
適
切
な
処
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。

こ
の
通
達
は
、
前
年
四
月
の
通
知
に
あ
っ
た
「
就
学
義
務
を
強
制
す
る
こ
と
の
困
難
な
事
情
」
や
在
日
朝
鮮
人
の
「
実
情
を
考
慮
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
在
日
朝
鮮

人
の
児
童
生
徒
は
日
本
の
公
立
小
中
学
校
、
あ
る
い
は
日
本
の
教
育
法
の
規
定
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
る
私
立
小
中
学
校
に
就
学
し
、
日
本
語
で
、
日
本
人
と
同
じ
内
容
の

教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
朝
鮮
語
の
教
育
を
認
め
て
は
い
る
も
の
の
課
外
と
い
う
枠
で
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
朝

鮮
人
児
童
生
徒
の
日
本
の
学
校
へ
の
就
学
義
務
の
明
示
と
事
実
上
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
た
め
の
朝
鮮
人
学
校
の
設
置
を
認
め
な
い
こ
と
を
柱
に
し
た
こ
の
「
一
・
二
四
通

達
」
に
続
い
て
、
一
月
二
十
六
日
「
朝
鮮
人
学
校
の
教
職
員
に
つ
い
て
も
教
職
員
の
適
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
通
達

（
８
）

を
都
道
府
県
知
事
に
出
し
た
。

在
日
朝
鮮
人
に
も
日
本
教
育
法
制
を
「
平
等
」
に
適
用
す
る
と
し
た
こ
の
二
つ
の
通
達
を
受
け
た
都
道
府
県
の
教
育
部
（
一
九
四
八
年
十
一
月
に
は
教
育
委
員
会
発
足
）

は
、
こ
れ
以
降
、
在
日
朝
鮮
人
児
童
生
徒
と
朝
鮮
人
学
校
に
対
し
て
、
次
の
三
つ
の
原
則
で
向
き
合
い
、
そ
の
実
施
に
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

①
在
日
朝
鮮
人
児
童
生
徒
も
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
の
就
学
義
務
が
あ
る
。

②
学
齢
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
朝
鮮
人
学
校
は
学
校
教
育
法
に
よ
り
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
朝
鮮
人
学
校
の
教
員
も
教
職
員
の
適
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
は
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
的
な
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
施
し
た
場
合
、
大
き
な
反
発
が
起
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
が
、
二
つ
の
通
達
を
受
け
た
都
道
府
県
の
教
育
部
は
二
月
、
朝
鮮
人
学
校
の
代
表
者
に
対
し
て
、
明
示
し
た
期
限
ま
で
に
文
部
省
の
地
方
事
務
所
に
認
可
の
手

続
き
を
行
い
、
教
員
の
資
格
審
査
を
受
け
る
よ
う
に
通
告
し
た
。
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（
２
）「
一
・
二
四
通
達
」
当
時
の
京
都
の
朝
鮮
人
学
校

敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
秋
以
降
、
京
都
府
内
に
も
多
く
の
「
国
語
講
習
所
」
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
朝
連
の
指
導
の
も
と
、「
初
等
学
院
」「
小
学
院
」
等
の
名
称

で
、
民
族
教
育
と
し
て
組
織
化
・
体
系
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
京
都
も
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
九
月
に
は
京
都
府
内
に
は
朝
連
系
の
朝
鮮
人
学
校
が
三
七
校
、

教
員
五
八
名
、
生
徒
二
四
二
四
名
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

こ
れ
ら
の
学
校
の
中
に
は
、
教
員
一
〜
二
名
の
規
模
の
も
の
、
独
自
の
建
物
を
も
っ
て
い
な
い
も
の
、
午

後
や
夜
間
だ
け
に
開
設
し
て
い
る
も
の
な
ど
不
安
定
な
条
件
を
抱
え
て
い
た
も
の
も
多
い
。
ま
た
当
時
、
学
校
設
置
認
可
を
受
け
て
い
た
の
は
居
留
民
団
系
の
京
都
朝
鮮

中
学
校
一
校
で
あ
り
、
他
に
は
十
分
な
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
一
九
四
八
年
当
時
の
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
設
置
の
状
況
や
個
々
の
学
校
に
つ
い
て
は
多
く

が
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
占
領
下
の
当
時
の
京
都
の
状
況
を
逐
一
中
央
事
務
局
に
報
告
し
て
い
た
京
都
連
絡
調
査
事
務
局

（
10
）

の
朝
鮮
人
学
校
関
係
の
文
書
（
以
下
「
京
連
調
文
書
」）
に

添
付
さ
れ
た
「
朝
鮮
人
学
校
一
覧
表
」

（
11
）

を
手
が
か
り
に
、
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
直
前
、「
一
・
二
四
通
達
」
当
時
の
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
の
設
置
状
況
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し

た
。
当
時
京
都
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮
人
学
校
に
つ
い
て
、
そ
の
授
業
形
態
（
朝
か
ら
の
授
業
か
、
放
課
後
だ
け
か
）、
学
校
認
可
の
有
無
（
小
学
校
・

各
種
学
校
等
）
・
校
舎
の
所
有
等
の
視
点
か
ら
、
表
１
に
整
理
し
た
。

（
12
）

Ⅰ．

朝
か
ら
授
業
を
し
て
い
る
学
校

朝
か
ら
授
業
を
行
っ
て
い
た
朝
鮮
人
学
校
は
朝
連
系
の
小
学
校
（
初
等
教
育
）
と
し
て
、
京
都
市
内
三
校
と
舞
鶴
市
、
現
在
の
宇
治
市
、
宮
津
市
に
そ
れ
ぞ
れ
一
校
が

あ
っ
た
。
ま
た
中
学
校
（
中
等
教
育
）
と
し
て
京
都
市
内
に
居
留
民
団
系
、
朝
連
系
そ
れ
ぞ
れ
一
校
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
の
児
童
生
徒
は
日
本
の
小
中
学
校
に
は

在
籍
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

q
西
陣
小
学
校
（
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
両
町
一
三
）

解
放
新
聞
（
第
一
三
三
号
、
一
九
四
八
・
五
・
五
）
に
よ
る
と
、
こ
の
朝
連
西
陣
支
部
で
は
十
三
ヶ
所
の
学
院
を
持
っ
て
い
る
が
、
集
中
さ
せ
て
就
学
さ
せ
る
学

校
が
な
か
っ
た
た
め
基
金
を
集
め
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
前
工
業
高
校
を
買
収
し
て
開
学
す
る
と
報
じ
て
い
る
。
一
九
四
七
年
四
月
に
朝
連
西
陣
初
中
等
学
校
と
し
て

開
設
さ
れ
た
と
の
資
料
も
あ
る
が
、「
解
放
新
聞
」
の
記
事
か
ら
一
九
四
八
年
の
開
設
と
考
え
ら
れ
る
。
七
教
室
（
他
に
職
員
室
一
）、
教
員
一
〇
人
、
児
童
三
〇
〇

人
、
独
自
の
校
舎
を
持
ち
、
京
都
で
は
最
大
規
模
の
朝
鮮
人
学
校
で
あ
っ
た
。
一
九
四
八
年
の
「
一
・
二
四
通
達
」
か
ら
半
年
後
の
九
月
十
五
日
付
で
、
京
都
府
が
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表１　1948年「１・24通達」当時の京都に設置されていたと考えられる朝鮮人学校の一覧

この表は、下記資料１を基本に、これまで先行研究等で明らかにされたものと下記資料２とを参考にして1948
年の１月の［１・24通達］当時に京都府内に設置されていたと考えられる朝鮮人学校を一覧にしたものである。
※資料１：1949年10月10日京連第207号京都連絡調査事務局局長外務大臣宛「京都市教育委員会の陶化小学校
内朝鮮人特別学級閉鎖問題経緯報告の件」添付「朝鮮人学校一覧表（昭和24年９月９日現在）」より作成
資料２：1950年1月19日京連地第５号京都連絡調査事務局長近畿連絡調整事務局長宛「閉鎖朝鮮人学校在学児
童の受入れに関する件」添付「朝鮮人学校閉鎖状況一覧表（昭和25年１月10日現在）」
学校の名称は、資料によって異なっていたり名称の変更もあり、他の表と一致していないものもある。



学
校
認
可
（
一
九
四
八
・
九
・
二
一
京
都
府
告
示
第
六
〇
八
号
）
を
し
て
い
る
。
同
告
示
に
は
京
都
朝
連
東
中
小
学
校
、
京
都
朝
連
九
条
小
学
院
等
六
校
と
と
も
に

「
学
校
設
置
の
件
を
認
可
し
た
」
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
私
立
小
学
校
と
し
て
の
認
可
な
の
か
、
各
種
学
校
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
京
連
調
文
書
―

朝
鮮
人
学
校
一
覧
表
」
の
備
考
の
欄
に
は
東
中
小
、
久
世
小
と
と
も
に
「
私
立
小
学
校
認
定
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
学
校
と
と
も
に
私
立
小
学

校
と
し
て
の
学
校
認
可
と
考
え
ら
れ
る
。（
認
可
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
２
―（
２
）
参
照
）

w
東
中
小
学
校
（
舞
鶴
市
中
舞
鶴
加
津
良
）

朝
か
ら
授
業
を
す
る
学
校
と
し
て
、
一
九
四
六
年
に
舞
鶴
市
の
元
海
軍
倉
庫
事
務
所
で
開
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
西
陣
小
学
校
と
同
様

に
、
一
九
四
八
年
九
月
十
五
日
付
で
京
都
府
か
ら
学
校
認
可
を
う
け
て
い
る
。

e
久
世
小
学
校
（
久
世
分
校
）（
久
世
郡
小
倉
村
）

現
在
の
宇
治
市
伊
勢
田
に
、
同
じ
く
朝
か
ら
授
業
を
す
る
学
校
と
し
て
、
一
九
四
五
年
に
開
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
京
都
府
公
報
に
は

学
校
認
可
の
告
示
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、「
京
連
調
文
書
―
朝
鮮
人
学
校
一
覧
表
」
に
は
備
考
の
欄
に
、
西
陣
小
、
東
中
小
と
と
も
に
「
私
立
小
学
校
認
定
」
の
記
載

が
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
欄
に
あ
る
学
校
長
名
が
西
陣
小
学
校
と
同
じ
人
物
で
あ
る
こ
と
、
別
の
「
京
連
調
文
書
」
に
は
「
久
世
分
校
」
と
い
う
学
校
名
に
な
っ
て
い

る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
西
陣
小
学
校
の
分
校
と
し
て
学
校
認
可
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
三
教
室
（
他
に
職
員
室
一
）
教
員
六
人
、
児
童
五
〇
人
、

（
別
の
「
京
連
調
文
書
―
朝
鮮
人
学
校
一
覧
表
」
で
は
児
童
一
〇
〇
人
）
独
自
の
校
舎
を
持
ち
、
午
前
中
か
ら
授
業
を
行
っ
た
学
校
で
あ
っ
た
。

r
與
謝
朝
連
学
校
（
與
謝
郡
吉
津
村
須
津
）

現
在
の
宮
津
市
吉
津
に
同
じ
く
朝
か
ら
授
業
を
す
る
学
校
と
し
て
、
一
九
四
五
年
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
須
津
朝
鮮
人
学
校
の
名
称
も
あ
る
。
他
の
朝

連
系
学
校
と
違
い
、
一
九
四
八
年
九
月
の
学
校
認
可
は
な
い
。

t
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
（
京
都
七
条
朝
連
国
民
学
院
）（
京
都
市
下
京
区
東
九
条
御
霊
町
　
陶
化
小
学
校
内
特
別
学
級
）

現
在
の
南
区
東
九
条
の
京
都
市
立
陶
化
小
学
校
の
四
教
室
、
職
員
室
一
を
借
用
し
、
朝
鮮
人
児
童
（
当
時
一
〇
〇
名
）
に
対
し
、
終
日
授
業
を
行
う
大
規
模
な
学

校
で
あ
っ
た
。
京
都
七
条
朝
連
国
民
学
院
の
名
称
を
一
九
四
七
年
十
一
月
、
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
に
改
称
し
（
学
校
管
理
組
合
結
成
）、
六
学
級
に
再
編
成
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。（
経
過
に
つ
い
て
は
、
３
―（
１
）
参
照
）

y
紫
竹
学
院
（
京
都
市
上
京
区
　
現
在
の
北
区
と
考
え
ら
れ
る
）
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一
九
四
六
年
開
設
と
さ
れ
る
紫
竹
朝
連
学
院
（
午
後
、
夜
間
、
土
曜
開
設
）
や
「
紫
竹
小
学
校
内
特
別
学
級
」
と
の
関
連
や
開
設
時
期
、
所
在
地
、
就
学
の
形
態

等
不
明
な
点
が
多
い
が
、「
京
連
調
文
書
」
に
は
、
一
九
五
〇
年
一
月
現
在
の
転
学
状
況
に
つ
い
て
「
受
入
交
渉
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
午
前
中
か
ら
授
業
を
行
っ

て
い
た
学
校
と
推
測
さ
れ
る
。

u
京
都
朝
連
西
陣
中
学
校
（
中
京
区
西
ノ
京
両
町
一
三
）

西
陣
小
学
校
と
同
じ
校
地
に
一
九
四
八
年
に
開
設
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
学
校
認
可
の
記
録
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
一
九
四
八
年
九
月
、
西
陣
小
学
校
と
一
体

の
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

i
朝
鮮
中
学
校
（
左
京
区
北
白
川
東
平
井
町
　
前
文
理
高
等
学
院
校
舎
）

京
都
朝
鮮
人
教
育
会
（
一
九
四
六
年
九
月
創
立
、
四
九
年
四
月
大
韓
民
国
京
都
教
育
会
と
改
称
）
が
一
九
四
七
年
五
月
十
三
日
に
開
校
（
四
学
級
一
五
〇
名
）、

「
一
・
二
四
通
達
」
の
半
年
前
の
一
九
四
七
年
九
月
八
日
付
で
京
都
府
が
学
校
認
可
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
朝
か
ら
授
業
を
し
て
い
る
学
校
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
一
九
四
九
・
二
・
二
八
「D

aily
O

peration

」
に
は
、
京
都
朝
鮮
人
教
育
会
の
京
都
朝
鮮
小
学
校

（
未
認
可
、
教
員
六
名
）、
京
都
朝
鮮
中
央
小
学
校
（
未
認
可
、
教
員
四
名
）
と
朝
連
に
よ
る
舞
鶴
桂
林
寺
学
校
（
未
認
可
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
不
明
な
点
が
多
く
、

表
１
に
は
記
載
し
て
い
な
い
。

Ⅱ．

午
後
に
授
業
（
小
学
校
の
放
課
後
）
に
授
業
し
て
い
る
学
校

o
九
條
小
学
院
（
下
京
区
西
九
条
比
永
城
町
―
現
南
区
）
教
員
三
人
、
児
童
六
〇
人
、（
一
九
四
九
年
十
月
十
九
日
閉
鎖
）

!0
東
寺
小
学
院
（
下
京
区
八
条
源
町
―
現
南
区
）
教
員
一
人
、
児
童
三
五
人
、（
一
九
四
九
年
十
月
十
九
日
閉
鎖
）

!1
山
内
小
学
院
（
右
京
区
山
内
中
畑
町
）
教
員
一
人
、
児
童
四
四
人
、（
一
九
四
九
年
十
一
月
五
日
閉
鎖
）

!2
梅
津
小
学
院
（
右
京
区
梅
津
段
町
）
教
員
二
人
、
児
童
三
〇
人
、（
一
九
四
九
年
十
一
月
五
日
閉
鎖
、
同
年
十
一
月
二
十
一
日
「
あ
ら
た
め
て
各
種
学
校
と
し
て
正
式

認
可
」、
３
―（
２
）
参
照
）

!3
山
科
小
学
院
（
東
山
区
山
科
御
陵
中
内
町
―
現
山
科
区
）（
四
九
年
九
月
当
時
「
休
校
中
」）
不
明

こ
れ
ら
五
校
は
在
日
朝
鮮
人
の
比
較
的
集
住
し
て
い
た
地
域
に
、
一
九
四
六
年
頃
に
開
設
さ
れ
た
朝
連
の
学
校
で
あ
り
、
朝
連
の
分
会
事
務
所
な
ど
の
建
物
を
使
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用
し
、
地
域
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
朝
鮮
人
児
童
を
対
象
に
放
課
後
や
夜
間
に
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
四
八
年
の
「
一
・
二
四
通
達
」
か
ら
半
年
後
の
九
月
十

五
日
に
、
西
陣
小
学
校
等
と
ま
と
め
て
京
都
府
が
学
校
認
可
を
し
て
お
り
、
各
種
学
校
と
し
て
の
認
可
と
考
え
ら
れ
る
。

!4
韓
国
学
院
　
建
国
小
学
校
（
上
京
区
堀
川
中
立
売
役
人
町
）

一
九
四
五
年
九
月
、「
銀
行
前
倉
庫
に
て
開
校
」、
設
置
者
は
朝
鮮
建
国
促
進
青
年
同
盟
京
都
府
本
部
さ
れ
て
い
る
が
、
名
称
の
使
用
、
就
学
の
形
態
等
不
明
な
こ

と
が
多
い
。
一
九
四
九
年
十
一
月
五
日
、
閉
鎖
命
令
が
出
さ
れ
た
が
、
同
年
十
一
月
二
十
一
日
、
京
都
府
が
学
校
認
可
を
し
て
い
る
。（
一
九
四
九
・
一
二
・
一
六
京

都
府
告
示
第
八
八
六
号
）（
４
―（
２
）
参
照
）

こ
の
よ
う
な
日
本
の
小
学
校
に
通
う
朝
鮮
人
児
童
を
対
象
に
い
わ
ば
課
外
に
開
設
さ
れ
た
学
校
は
、
こ
の
ほ
か
に
市
立
小
学
校
の
教
室
を
借
用
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
学
校
は
陶
化
小
学
校
校
舎
借
用
し
た
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
教
室
一
、
教
員
数
一
、
児
童
数
三
〇
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四

七
年
の
朝
連
の
資
料

（
13
）

か
ら
も
京
都
市
立
小
学
校
所
在
地
に
「
朝
連
○
○
第
○
初
等
学
院
」
の
名
称
で
の
学
校
が
十
数
か
所
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
九
四

七
年
に
は
京
都
市
立
学
校
の
校
舎
を
借
用
し
た
朝
鮮
人
学
校
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
学
校
が
市
立
学
校
の
校
舎
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
過
に
つ
い
て
は
、「
米
軍
政
教
育
課
及
び
日
本
当
局
と
日
本
学
校
校
舎
借
用
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
妥
結
し
一
九
四
六
年
十
月
末
か
ら
実
現
」
し
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、
当
該
小
学
校
、
市
教
育
委
員
会
に
は
資
料
は
な
く
、
不
明
な
点
が
多
い
。
朝
連
で
は
「
○
○
初
等
学
院
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
所
在
地
の
「
小
学
校
特
別
学
級
」
と
い
う
「
京
連
調
文
書
」
の
表
記
に
従
っ
た
。

!5
吉
祥
院
小
学
校
内
特
別
学
級
（
下
京
区
吉
祥
院
船
戸
町
―
現
南
区
）

!6
住
吉
小
学
校
内
特
別
学
級
（
伏
見
区
仲
之
町
）

!7
上
鳥
羽
小
学
校
内
特
別
学
級
（
下
京
区
上
鳥
羽
城
前
町
―
現
南
区
）

!8
養
徳
小
学
校
内
特
別
学
級
（
左
京
区
田
中
大
久
保
町
）

!9
養
正
小
学
校
内
特
別
学
級
（
左
京
区
田
中
飛
鳥
井
町
）

@0
紫
竹
小
学
校
内
特
別
学
級
（
上
京
区
紫
竹
下
岸
町
―
現
北
区
）

@1
安
井
小
学
校
内
特
別
学
級
（
右
京
区
太
秦
安
井
柳
通
町
）

@2
桂
小
学
校
内
特
別
学
級
（
右
京
区
桂
巽
町
―
現
西
京
区
）
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Ⅲ．

夜
間
に
授
業
を
し
て
い
る
学
校

朝
連
系
の
学
校
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
学
校
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。

@3
在
日
本
大
韓
キ
リ
ス
ト
教
京
都
教
会
夜
間
学
校
（
右
京
区
西
院
矢
掛
町
）

一
九
四
六
年
こ
ろ
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
一
九
四
九
・
二
・
二
八
「D

aily
O

peration

」
に
は
「
京
都
キ
リ
ス
ト
教
夜
学
校

（
無
認
可
）
教
員
四
人
、
生
徒
一
〇
六
人
、
日
曜
学
校
か
ら
で
き
た
も
の
で
、
朝
鮮
語
、
歴
史
、
公
民
、
音
楽
、
聖
書
を
教
え
て
い
る
（
英
文
）」
と
あ
る
。
一
九
四

九
年
五
月
三
十
一
日
、
府
が
各
種
学
校
と
し
て
学
校
認
可
を
し
て
い
る
。
設
置
認
可
申
請
書
に
よ
れ
ば
、「
在
日
同
胞
に
し
て
満
八
歳
よ
り
二
五
歳
ま
で
の
子
弟
に
大

韓
民
国
国
語
を
授
け
る
」
と
あ
り
、
第
一
学
年
か
ら
五
学
年
ま
で
各
三
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。
週
四
日
、
毎
夜
六
時
か
ら
八
時
ま
で
が
授
業
と
さ
れ
て
い
る
。

２．

第
一
次
学
校
閉
鎖
の
措
置
「
一
・
二
四
通
達
」
以
降
の
経
過-

一
九
四
八
年

（
１
）
京
都
府
と
朝
連
・
教
育
会
と
の
覚
書
（
五
月
）

朝
鮮
人
児
童
生
徒
へ
の
就
学
義
務
の
明
示
と
事
実
上
朝
鮮
人
学
校
の
設
置
を
認
め
な
い
こ
と
を
柱
に
し
た
「
一
・
二
四
通
達
」
を
受
け
た
教
育
行
政
当
局
に
よ
る
朝
鮮

人
学
校
の
閉
鎖
強
行
措
置
に
対
し
て
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
山
口
、
大
阪
、
兵
庫
、
東
京
な
ど
で
は
朝
鮮
人
の
激
し
い
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
四
月
二
十
四
日
の

い
わ
ゆ
る
「
阪
神
教
育
闘
争
」
で
は
、
朝
鮮
人
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
阪
神
地
区
に
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
朝
鮮
人
少
年
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。

京
都
で
は
、
府
教
育
部
か
ら
「
一
・
二
四
通
達
」
が
い
つ
、
ど
ん
な
形
で
朝
鮮
人
学
校
に
伝
達
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
三
月
二
日
に
京
都
府
教
育
部
長
名

で
「
朝
鮮
人
児
童
並
び
に
生
徒
の
就
学
義
務
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
牒

（
14
）

が
市
町
村
長
、
学
校
長
等
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
一
・
二
四
通
達
」
の
主
旨
を
「
朝

鮮
人
子
弟
の
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
義
務
」「
朝
鮮
人
に
よ
る
学
校
設
置
は
府
の
認
可
」「
教
科
書
、
教
育
内
容
は
学
校
教
育
法
の
規
定
が
適
用
」「
朝
鮮
語
等
の
教
育
は
課

外
で
」
と
い
う
四
項
目
に
示
し
、
関
係
者
に
「
此
の
点
必
ず
し
も
徹
底
し
て
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
の
で
「
御
諒
承
の
上
よ
ろ
し
く
指
導
を
願
い
」
た
い
と
し
て

い
る
。
京
都
で
は
こ
う
し
た
通
牒
が
出
さ
れ
た
だ
け
で
、
大
阪
、
兵
庫
の
よ
う
な
強
制
的
な
措
置
は
な
く
、
反
対
す
る
朝
鮮
人
と
の
衝
突
と
い
う
事
態
は
起
こ
ら
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
連
の
記
録
に
よ
る
と
、「
阪
神
教
育
闘
争
」
の
報
告
会
が
朝
連
の
支
部
分
会
ご
と
に
開
か
れ
、
救
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
「
一
・
二
四
通
達
」
を
め
ぐ
っ
て
の
緊
迫
し
た
事
態
は
、
中
央
段
階
で
は
五
月
五
日
、
朝
鮮
人
側
と
文
部
省
と
の
間
で
覚
書
が
交
わ
さ
れ
一
定
の
解
決
が
は
か
ら
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れ
た
。

（
15
）

京
都
で
も
、
四
月
三
十
日
府
教
育
部
長
が
朝
連
と
朝
鮮
人
教
育
会
の
代
表
を
招
き
、
京
都
軍
政
部
の
同
席
の
も
と
に
協
議
会
が
開
か
れ
た

（
16
）

。
以
後
数
度
に
わ
た
る

協
議
会
が
開
か
れ
、
中
央
で
の
解
決
を
受
け
た
形
で
、
五
月
中
旬
に
は
朝
連
（
五
月
十
五
日
）、
朝
鮮
人
教
育
会
（
五
月
十
八
日
）
と
覚
書
（
以
下
「
五
・
一
五
覚
書
」）

が
結
ば
れ
、
こ
れ
が
府
の
通
牒
（
六
月
十
一
日
付
）
と
し
て
学
校
長
、
市
町
村
長
宛
に
知
ら
さ
れ
た
。

（
17
）

□
覚
書

＊
京
都
府
教
育
部
長
三
学
第
八
六
号
「
在
日
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
」（
京
都
府
公
報
一
九
四
八
・
六
・
一
一
）
に
よ
る
。

一
、
朝
鮮
人
の
教
育
に
関
し
て
は
教
育
基
本
法
及
学
校
教
育
法
に
従
う
。

二
、
私
立
朝
鮮
人
小
学
校
及
中
学
校
に
お
い
て
は
義
務
教
育
と
し
て
の
最
小
限
度
の
要
件
を
満
し
た
上
、
選
択
教
科
、
自
由
研
究
の
時
間
に
朝
鮮
の
国
語
、
歴
史
、
地
理
、
文
学
、
文
化
等
朝
鮮
人
独

自
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、（
二
）
の
場
合
に
お
い
て
連
合
軍
総
司
令
部
民
間
情
報
教
育
部
の
検
閲
を
受
け
た
も
の
を
教
科
書
と
し
、
朝
鮮
語
に
よ
り
教
育
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
、
私
立
朝
鮮
人
小
学
校
及
中
学
校
に
お
け
る
教
員
は
朝
鮮
人
教
育
会
が
自
主
的
に
査
定
し
、
且
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
で
適
格
の
判
定
を
受
け
た
者
に
つ
き
協
議
し
て
決
定
す
る
。

五
、
私
立
朝
鮮
人
小
学
校
及
中
学
校
の
設
置
主
体
は
財
団
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
法
人
の
設
立
認
可
申
請
書
を
一
ヶ
月
内
（
特
別
の
事
情
あ
る
場
合
は
二
ヶ
月
内
）
に
提
出
す
る
こ
と
を
條
件
と

し
て
学
校
設
置
を
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
一
般
の
小
学
校
及
中
学
校
に
お
い
て
義
務
教
育
を
受
け
て
い
る
朝
鮮
人
児
童
、
生
徒
の
み
を
以
て
学
級
を
編
成
し
（
二
）
に
述
べ
た
よ
う
な
方
法
で
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
及
（
四
）
は
こ
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

七
、
一
般
の
小
学
校
及
中
学
校
に
お
い
て
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
傍
ら
放
課
後
、
休
日
等
に
お
い
て
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
各
種
学
校
に
在
学
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

八
、
一
般
の
小
学
校
及
中
学
校
に
在
学
す
る
と
私
立
朝
鮮
人
小
学
校
及
中
学
校
に
在
学
す
る
と
を
問
わ
ず
、
朝
鮮
人
児
童
生
徒
は
日
本
人
児
童
生
徒
と
総
て
平
等
な
取
扱
い
を
受
け
る
。

九
、
校
舎
問
題
に
つ
い
て
は
実
情
に
応
じ
て
で
き
る
だ
け
好
意
あ
る
処
置
を
講
ず
る
。

十
、
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
転
学
に
つ
い
て
は
特
に
便
宜
を
供
與
す
る
。

十
一
、
今
後
朝
鮮
人
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
京
都
府
は
朝
鮮
人
教
育
会
及
び
朝
鮮
人
連
盟
と
充
分
協
議
の
上
解
決
す
る
。
右
の
各
條
項
を
確
認
す
る
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

京
都
府
教
育
部
長
　
京
都
朝
鮮
人
教
育
会
長
　
朝
鮮
人
連
盟
京
都
府
本
部
文
教
部
長

こ
の
内
容
を
整
理
す
る
と
以
下
の
三
点
に
な
る
。
①
私
立
小
学
校
、
中
学
校
と
し
て
認
可
申
請
す
る
。
②
一
般
の
小
学
校
、
中
学
校
で
義
務
教
育
を
受
け
る
傍
ら
放
課

後
・
休
日
等
に
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
行
う
各
種
学
校
に
在
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
一
般
の
小
学
校
、
中
学
校
で
義
務
教
育
を
受
け
て
い
る
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の

み
の
学
級
を
編
成
し
、
選
択
教
科
・
自
由
研
究
の
時
間
に
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
五
・
一
五
覚
書
」
は
基
本
的
に
は
五
月
五
日
の
中
央
の
も
の
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
学
校
で
の
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
み
の
学
級
を
編
成
す
る
こ
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と
が
で
き
る
と
す
る
特
別
学
級
の
設
置
に
つ
い
て
の
項
目
は
中
央
の
も
の
に
は
な
く
、
京
都
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「
五
・
一
五
覚
書
」
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
京
都
で
の
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
次
の
二
つ
の
課
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
全
国
共
通
の
問
題
で
も
あ
る

朝
鮮
人
学
校
の
学
校
認
可
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
人
学
校
が
教
職
員
適
格
審
査
を
受
け
、
学
校
認
可
申
請
に
応
ず
れ
ば
必
然
的
に
進
展
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
中

央
段
階
で
の
五
月
五
日
朝
鮮
人
側
と
文
部
省
と
の
覚
書
で
約
束
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
京
都
で
も
、
実
際
に
五
月
以
降
学
校
認
可
に
向
け
て
、
朝
鮮
人
学
校
教
職
員
の

適
格
審
査
申
請
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
京
都
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
と
い
う
中
央
に
は
な
い
京
都
市
で
の
事
情
が
あ
っ
た
。
前
項
で
整
理
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
京
都
市
で
は
、
朝
連
が
市
立
小
学
校
の
教
室
を
借
り
、
放
課
後
開
設
し
て
き
た
数
ヶ
所
の
小
規
模
な
朝
鮮
人
学
校
と
朝
鮮
人
集
住
地
域
の
市
立
小
学
校
の

数
教
室
を
借
り
、
市
立
学
校
と
は
別
に
朝
か
ら
か
ら
授
業
を
し
て
き
た
大
規
模
な
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
は
市
立
学
校
の
校
舎
を
借
用
し
、

自
前
の
教
室
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
学
校
認
可
が
な
さ
れ
る
条
件
に
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
の
継
続
を
学
校
認
可
で
な
く
、
市
立
学
校
内
「
特
別
学
級
の
設
置
」

と
い
う
形
で
、
双
方
が
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
五
・
一
五
覚
書
」
以
降
、
京
都
で
は
朝
鮮
人
学
校
の
認
可
と
こ
の
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
問
題
の
二
つ
を
め
ぐ
っ
て
の
動
き
が
始
ま
る
。

（
２
）
教
職
員
適
格
審
査
と
朝
鮮
人
学
校
の
認
可
（
九
月
）

当
時
京
都
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮
人
学
校
（
表
１
）
の
中
で
、
こ
の
時
期
に
学
校
認
可
を
受
け
て
い
た
の
は
朝
鮮
人
教
育
会
の
朝
鮮
中
学
一
校
だ
け

で
あ
っ
た
。

一
九
四
八
年
の
二
つ
の
通
達
や
「
五
・
一
五
覚
書
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
学
校
認
可
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
で
適
格
の
判
定
を
受
け
る
こ

と
と
設
置
主
体
が
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
あ
っ
た
。
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
の
学
校
認
可
に
向
け
て
の
申
請
の
状
況
と
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
く
不
明

で
あ
る
が
、
当
時
の
京
都
府
公
報
か
ら
朝
鮮
人
学
校
の
教
職
員
適
格
審
査
と
学
校
設
置
認
可
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
京
都
府
公
報
に
は
、
日
本
の
学
校
教
職
員
の
審
査
結
果
の
判
定
通
知
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
、
毎
回
多
数
の
「
適
格
者
と
判
定
」
さ
れ
た
教
職
員
の
学
校
名

と
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
報
に
掲
載
さ
れ
た
審
査
結
果
の
判
定
通
知
結
果
に
朝
鮮
人
の
教
職
員
名
が
見
出
せ
る
の
は
一
九
四
八
年
七
月
の
も
の
が
初
め
て
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
五
・
一
五
覚
書
」
を
受
け
て
、
朝
鮮
人
学
校
側
が
学
校
設
置
認
可
に
向
け
て
、
初
め
て
教
職
員
適
格
審
査
の
申
請
を
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
一
九
四
八
年
七
月
の
公
報
に
は
「
京
都
府
教
職
員
適
格
審
査
の
結
果
昭
和
二
十
三
年
六
月
三
十
日
付
適
格
者
と
判
定
す
る
」
と
し
て
府
立
、
市
立
学
校
教
員
名
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と
と
も
に
、「
在
日
朝
鮮
人
聯
盟
」
の
名
義
で
、
合
計
二
十
七
名
の
名
前
が
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）

さ
ら
に
同
年
八
月
三
十
一
日
付
け
で
十
三
名
、
九
月
二
十
一
日

付
で
四
名
、
い
ず
れ
も
学
校
名
で
な
く
「
在
日
朝
鮮
人
聯
盟
」
の
名
前
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
合
計
四
十
四
人
の
掲
載
名
の
中
か
ら
は
、
当
時
の
西
陣
小
学
校
教

員
八
名
、
九
條
小
学
院
三
名
、
東
寺
小
学
院
一
名
、
梅
津
小
学
院
二
名
、
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
（
陶
化
小
学
校
内
）
一
名
の
教
員
が
確
認
で
き

（
19
）

、
適
格
審
査
申
請
は

朝
連
が
そ
の
傘
下
の
学
校
の
教
員
を
ま
と
め
て
申
請
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
適
格
者
判
定
を
受
け
て
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
年
九
月
の
公
報
に
朝
鮮
人
学
校
七
校
の
学
校
設
置
認
可
の
告
示
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
京
都
府

は
一
九
四
八
年
の
「
一
・
二
四
通
達
」
か
ら
半
年
後
の
九
月
十
五
日
付
で
京
都
朝
連
西
陣
小
学
校
、
京
都
朝
連
東
中
小
学
校
、
京
都
朝
連
九
條
小
学
院
、
同
東
寺
小
学
院
、

同
山
内
小
学
院
、
同
梅
津
小
学
院
、
同
山
科
小
学
院
の
計
七
校
を
一
括
し
て
学
校
認
可
を
し
て
い
る
。

（
20
）

同
告
示
に
は
、
名
称
（
学
校
名
）、
位
置
（
所
在
地
）、
管
理
者
の

一
覧
と
と
も
に
「
学
校
設
置
の
件
を
認
可
し
た
」
と
ご
く
簡
単
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
私
立
小
学
校
な
の
か
各
種
学
校
な
の
か
の
記
載
は
な
い
。
た
だ
六
校
の
う

ち
、
こ
れ
ま
で
西
陣
小
、
東
中
小
は
朝
か
ら
授
業
を
、
他
の
四
校
は
午
後
に
授
業
を
行
っ
て
き
て
い
た
経
過
、
お
よ
び
同
告
示
の
学
校
名
称
が
前
二
校
は
「
小
学
校
」、
後

四
校
は
「
小
学
院
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
私
立
小
学
校
と
各
種
学
校
と
し
て
の
認
可
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
設
置
者
は
全
て
「
財
團
法
人
京
都

朝
聯
学
校
管
理
組
合
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
朝
連
傘
下
の
学
校
が
ま
と
め
て
法
人
結
成
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
朝
鮮
人
学
校
の
学
校
認
可
問
題
は
、
朝
か
ら
授
業
を
行
っ
て
い
た
二
校
を
含
む
合
計
七
校
の
朝
連
の
朝
鮮
人
学
校
が
学
校
設
置
認
可

を
受
け
た
こ
と
で
一
定
程
度
の
解
決
を
み
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
不
明
な
点
も
あ
る
。

・
教
員
適
格
者
の
中
に
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
の
教
員
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
学
校
は
市
立
学
校
校
舎
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
認
可
申
請
が
で
き
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

・
学
校
認
可
を
さ
れ
た
七
校
以
外
に
も
認
可
申
請
を
し
た
学
校
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
在
日
朝
鮮
人
聯
盟
」
の
教
員
適
格
者
四
四
人
の
中
に
は
認
可
さ
れ
な
か
っ
た

学
校
の
教
員
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（
３
）
京
都
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
の
問
題
と
特
別
学
級
の
設
置
（
十
月
）

も
う
一
つ
は
京
都
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
市
立
学
校
の
教
室
で
放
課
後
授
業
を
し
て
い
た
朝
鮮
人
学
校
と
日
本
人
児
童
と
は

別
に
朝
か
ら
授
業
を
し
て
き
た
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
の
校
舎
使
用
の
問
題
を
「
特
別
学
級
の
設
置
」
で
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

278



京
都
府
と
の
「
五
・
一
五
覚
書
」
に
は
、「
一
般
の
小
学
校
及
中
学
校
に
お
い
て
義
務
教
育
を
受
け
て
い
る
朝
鮮
人
児
童
、
生
徒
の
み
を
以
て
学
級
を
編
成
し
」「
朝
鮮

人
独
自
の
教
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
五
・
一
五
覚
書
」
の
項
で
も
ふ
れ
た
が
、
一
九
四
六
年
以
降
、
主
と
し
て
京
都
市
内
の
朝
鮮

人
集
住
地
区
の
小
学
校
の
教
室
を
借
用
し
て
「
朝
連
○
○
第
○
初
等
学
院
」
の
名
称
で
開
設
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
学
校
の
教
室
と
し
て
の
借
用
を
改
め
て
確
認
す
る
と
い

う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
在
日
朝
鮮
人
の
多
住
地
域
の
南
区
（
当
時
は
下
京
区
）
東
九
条
に
位
置
す
る
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
の
校
舎

使
用
の
問
題
は
、
職
員
室
も
含
め
五
教
室
と
規
模
も
大
き
く
、
朝
連
に
と
っ
て
も
京
都
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
「
五
・
一
五
覚
書
」
以
降
、
朝
連
は
朝
鮮
人
学
校
認
可
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
京
都
市
立
小
学
校
の
校
舎
借
用
問
題
に
つ
い
て
、
校
舎
の
管
理
者
で
あ
る
京
都

市
教
育
局
と
交
渉
を
重
ね
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
五
・
一
五
覚
書
」
締
結
後
の
朝
連
と
京
都
市
教
育
当
局
と
交
渉
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
ヵ
月
後
の
十
月
に
は
、
市
立
学
校
の
管
理
者
で
あ
る
京
都
市
教
育
局
（
同

年
十
一
月
教
育
委
員
会
発
足
）
と
朝
連
と
の
間
で
「
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
覚
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

□
京
都
市
教
育
局
と
朝
連
と
の
間
で
「
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
」
に
関
し
て
の
覚
書

・
特
別
教
育
は
、
原
則
と
し
て
放
課
後
に
教
育
課
程
外
の
も
の
と
し
て
、
校
長
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

・
特
別
教
育
中
の
建
物
・
設
備
損
壊
に
対
す
る
弁
償
及
び
教
員
へ
の
給
与
・
諸
経
費
に
つ
い
て
は
朝
連
が
負
担
す
る
こ
と
。

・
覚
書
に
違
反
す
る
行
為
及
び
正
課
教
育
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
部
分
的
あ
る
い
は
全
般
的
に
特
別
教
育
は
中
止
さ
れ
る
。

こ
れ
は
中
央
の
段
階
で
の
文
部
省
と
の
覚
書
に
は
な
い
が
、
府
教
育
部
と
五
・
一
五
覚
書
に
明
示
さ
れ
て
い
る
「
特
別
教
育
」
を
行
う
条
件
を
さ
ら
に
具
体
的
に
京
都

市
教
育
局
と
の
間
で
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
京
都
市
教
育
局
が
こ
れ
ま
で
市
立
小
学
校
の
校
舎
を
使
っ
て
放
課
後
に
行
わ
れ
て
い
た
朝
連
に
よ
る
朝
鮮
人
教
育
を
「
教

育
課
程
外
の
も
の
と
し
て
、
校
長
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
る
」
と
し
て
自
ら
の
監
督
権
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
校
舎
の
使
用
の
継
続
を
願
う
朝
連
の
主
張
を
認
め
た

も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
れ
ま
で
放
課
後
の
朝
鮮
人
学
校
が
開
設
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
学
校
を
中
心
に
、
紫
竹
小
、
養
正
小
等
九
校
、
十
九

教
室
の
使
用
が
許
可
さ
れ
た
。

（
21
）

こ
の
許
可
さ
れ
た
九
校
の
中
に
は
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
が
使
用
し
て
い
る
陶
化
小
学
校
の
四
教
室
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

京
都
市
と
の
覚
書
に
つ
い
て
は
、
関
連
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
や
校
舎
使
用
が
許
可
さ
れ
た
学
校
で
の
「
特
別
教
育
」
に
つ
い
て
の
記
録
等
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

十
月
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、「
京
連
調
文
書
」
に
は
、
陶
化
小
学
校
を
除
く
八
校
に
つ
い
て
、「
本
年
（
注
、
一
九
四
九
年
）
四
月
以
降
休
校
、
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市
教
委
で
閉
鎖
措
置
済
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
半
年
後
の
四
月
に
は
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
九
四
八
年
の
「
一
・
二
四
通
達
」
に
よ
る
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
と
い
う
事
態
は
、
京
都
で
は
、
朝
連
の
申
請
に
よ
る
朝
鮮
人
学
校
の
京
都
府
の
認
可
と

「
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
」
の
た
め
の
京
都
市
の
学
校
校
舎
使
用
の
認
可
と
い
う
二
つ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
一
旦
は
回
避
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３．

第
二
次
学
校
閉
鎖
・
改
組
の
措
置-

一
九
四
九
年

（
１
）
陶
化
小
学
校
校
舎
使
用
問
題
（
九
月
）

し
か
し
、
一
九
四
九
年
に
な
る
と
、「
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
」
の
た
め
の
京
都
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
事
態
が
展
開
す
る
。

一
九
四
八
年
十
月
の
京
都
市
と
の
覚
書
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
九
校
の
う
ち
八
校
は
放
課
後
開
設
さ
れ
て
い
た
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
、
唯
一
、
陶
化
小
学
校
で
は

以
前
か
ら
そ
の
校
舎
を
使
用
し
て
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
（
京
都
七
条
朝
連
国
民
学
院
が
名
称
変
更
）
が
日
本
人
児
童
と
は
別
に
朝
か
ら
授
業
を
行
っ
て
お
り

（
22
）

、
十
月

の
覚
書
以
降
も
従
来
の
形
態
で
の
授
業
が
継
続
さ
れ
て
い
た
。
陶
化
小
学
校
校
舎
使
用
問
題
の
背
景
と
そ
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
「
京
連
調
文
書
」

（
23
）

の
記
述
を
抜

き
書
き
し
て
整
理
す
る
。（
暦
年
は
西
暦
表
記
と
し
た
。）

・
朝
連
京
都
府
本
部
で
は
終
戦
後
の
教
育
変
動
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
教
育
の
暫
定
的
措
置
と
し
て
一
九
四
六
年
五
月
京
都
市
教
育
局
の
許
可
を
得
て
、
京
都
市
下
京
区
東
九
条
に
所
在
す
る
陶
化
小
学

校
内
の
四
教
室
及
び
一
教
室
を
一
年
の
期
限
を
も
っ
て
借
用
し
、
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
爾
来
朝
連
側
で
は
前
記
教
室
に
お
い
て
朝
鮮
人
児
童
（
当
時
約
一
〇
〇
名
）
に
対

し
、
終
日
（
一
九
四
六
年
の
市
の
許
可
書
に
は
使
用
時
間
は
午
後
一
時
以
降
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
午
前
中
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
）
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

・
翌
一
九
四
七
年
、
一
九
四
八
年
の
各
学
年
変
り
マ
マ

に
朝
連
側
は
使
用
期
間
の
更
新
方
申
請
し
た
が
、
市
側
の
方
針
決
定
を
せ
ざ
る
ま
ま
利
用
さ
れ
て
お
っ
た
。

・
京
都
府
教
育
当
局
は
夙
に
こ
の
特
別
学
級
の
設
置
は
憲
法
八
九
条
、
教
育
基
本
法
第
三
条
、
地
方
自
治
法
第
二
一
二
条
、
二
三
〇
条
違
反
に
つ
き
、
市
教
育
当
局
に
速
や
か
に
善
処
す
る
よ
う
市
教

育
当
局
に
慫
慂
す
る
處
が
あ
っ
た
。

・
一
九
四
八
年
五
月
の
文
部
大
臣
と
在
日
朝
連
中
央
本
部
文
教
部
長
と
の
間
に
交
換
さ
れ
た
朝
鮮
人
教
育
に
関
す
る
覚
書
に
よ
り
又
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
経
済
状
態
悪
化
し
、
彼
等
が
多
額
の
朝

鮮
人
教
育
費
□
施
設
費
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
現
状
に
も
鑑
み
、
こ
の
種
無
許
可
の
特
種マ
マ

学
校
を
暫
定
的
に
認
め
る
こ
と
と
な
り
朝
鮮
人
の
教
育
に
関
す
る
覚
書
が
京
都
府
教
育
当
局
と
朝
連
京
都

府
本
部
間
に
交
換
さ
れ
た
。

・
同
覚
書
第
六
項
は
一
般
の
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い
て
義
務
教
育
を
受
け
て
い
る
朝
鮮
人
児
童
の
み
を
以
っ
て
学
級
を
編
成
し
、
放
課
後
に
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
旨
を
認

め
て
い
る
の
で
、
陶
化
小
学
校
内
特
別
学
級
（
右
覚
書
に
よ
り
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
管
理
組
合
が
組
織
さ
れ
た
）
は
こ
れ
を
利
用
し
従
来
通
り
授
業
を
行
っ
て
来
た
。
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こ
こ
で
は
、
な
ぜ
か
前
年
十
月
の
京
都
市
と
の
「
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
」
の
覚
書
の
存
在
に
は
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
五
月
の
府
と
の
「
五
・
一
五
覚
書
」
第

六
項
に
よ
り
暫
定
的
に
認
め
て
き
た
と
す
る
経
過
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
こ
の
学
校
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
最
大
の
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
あ
る
大
規
模
な
朝
鮮

人
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
軍
政
府
も
注
意
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
（
一
九
四
九
年
二
月
）

（
24
）

か
ら
も
わ
か
る
。

こ
の
学
校
は
陶
化
小
学
校
（
公
立
学
校
）
の
四
教
室
を
占
拠
し
て
い
る
。
建
物
使
用
や
一
九
七
名
の
児
童
に
行
っ
て
い
る
教
授
の
方
法
は
明
ら
か
に
教
育
法
違
反
で
あ
る
。
府
は
京
都
市
に
適
当
な

行
動
を
取
る
よ
う
求
め
た
。
市
は
最
近
こ
の
ケ
ー
ス
に
と
て
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
府
教
育
局
は
市
の
解
決
の
た
め
に
も
う
少
し
時
間
を
与
え
る
よ
う
希
望
し
て
い
る
。（
英
文
）

こ
う
し
た
京
都
軍
政
部
の
意
向
も
背
景
に
、
こ
の
陶
化
小
学
校
の
校
舎
使
用
問
題
は
、「
一
・
二
四
通
達
」
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
一
九
四
九
年
四
月
以
降
、
第
一
朝
連

初
等
学
院
の
校
舎
明
け
渡
し
と
し
て
進
行
す
る
。「
京
連
調
文
書
」

（
25
）

か
ら
み
る
。

・
一
九
四
九
年
四
月
学
校
管
理
組
合
は
市
教
育
委
員
会
に
陶
化
校
内
教
室
の
使
用
許
可
申
請
を
行
っ
た
が
、
同
委
員
会
で
は
日
本
人
児
童
の
激
増
に
よ
る
教
室
の
不
足
、
学
校
施
設
不
当
使
用
禁
止
に

関
し
発
せ
ら
れ
た
総
司
令
部
覚
書
等
を
理
由
に
施
設
の
明
け
渡
し
を
主
張
し
て
交
渉
纏
ま
ら
ず
、
よ
っ
て
組
合
側
で
は
更
に
府
教
育
委
員
会
に
対
し
て
も
同
様
の
陳
情
を
行
っ
た
。

・
府
教
委
と
し
て
は
、
朝
連
側
の
主
張
の
根
拠
た
る
覚
書
中
第
六
項
が
法
的
に
は
、
学
校
施
設
不
当
使
用
禁
止
に
関
す
る
総
司
令
部
の
覚
書
に
反
す
る
と
と
も
に
現
実
的
に
は
経
済
九
原
則
に
よ
る
学
校

建
築
プ
ラ
ン
の
中
止
に
よ
り
、
教
育
施
設
の
不
足
に
照
ら
し
現
状
に
即
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
同
項
を
削
除
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
五
月
二
日
に
こ
の
旨
朝
連
京
都
府
本
部
教
育
関
係
者
に
通
知
し
た
。

・
五
月
七
日
京
都
民
事
部
グ
レ
ゴ
リ
ー
教
育
課
長
は
朝
連
代
表
に
対
し
特
別
学
級
の
設
置
は
違
法
で
あ
り
、
且
つ
総
司
令
部
当
局
で
も
同
一
見
解
を
有
し
て
お
る
旨
申
し
渡
し
た
。

こ
の
よ
う
に
府
教
育
委
員
会
（
一
九
四
八
年
十
一
月
発
足
）
は
、
京
都
軍
政
部
の
指
示
を
受
け
、
朝
連
の
陶
化
小
学
校
教
室
の
使
用
許
可
申
請
を
拒
否
す
る
姿
勢
を
貫

い
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
は
次
の
主
旨
の
報
告
を
し
て
い
る
。

（
26
）

q
特
別
学
級
の
設
置
を
認
可
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反
で
あ
る
。

w
京
都
市
は
校
舎
の
不
足
を
き
た
し
て
い
る
実
情
で
あ
り
、
軍
政
部
及
び
府
教
委
で
は
特
別
学
級
の
設
置
認
可
は
望
ま
し
く
な
い
と
の
見
解
を
堅
持
し
て
い
る
。

e
覚
書
は
前
年
の
十
一
月
の
府
教
委
の
発
足
に
よ
り
一
応
自
動
的
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

r
朝
連
側
の
申
請
の
裏
に
は
多
分
に
政
治
的
な
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
等
の
理
由
を
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
地
方
的
覚
書
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
此
際
朝
連
側
の
認
可
申
請
を
却
下
し
、
同

時
に
一
般
日
本
人
児
童
と
同
様
の
条
件
下
に
朝
鮮
人
児
童
を
就
学
せ
し
む
る
か
、
或
い
は
別
途
私
立
学
校
設
置
認
可
を
受
け
し
め
る
こ
と
が
適
当
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
方
直
接
の
当
事
者
で
あ
る
市
教
育
委
員
会
（
一
九
四
八
年
十
一
月
発
足
）
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
四
月
八
日
の
教
育
委
員
会
議
案
に
「
朝
鮮
人
学
校
に
つ
い
て
」、
九
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月
六
日
に
は
緊
急
議
案
と
し
て
「
朝
鮮
人
教
育
問
題
に
つ
い
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
九
月
以
降
の
経
過
に
つ
い
て
十
月
十
一
日
付
け
「
京
連
調
文

書
」

（
27
）

に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

・
こ
の
間
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
一
貫
し
た
方
針
に
つ
き
審
議
を
続
け
て
い
た
市
教
委
で
は
九
月
六
日
新
し
く
決
定
し
た
方
針
に
基
き
違
法
的
存
在
で
あ
る
無
認
可
の
朝
鮮
人
学
校
の
一
掃
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
九
月
十
七
日
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
管
理
組
合
長
に
対
し
、
九
月
二
十
四
日
限
り
陶
化
校
内
朝
鮮
人
特
別
学
級
を
閉
鎖
し
、
施
設
を
明
渡
す
こ
と
並
び
に
在
籍
朝
鮮
人
児
童
は
在
住

地
の
小
学
校
に
転
学
す
る
か
ま
た
は
朝
鮮
人
各
種
学
校
に
通
学
の
處
置
を
取
ら
れ
た
い
旨
文
書
を
も
っ
て
示
達
し
た
。

・
学
校
管
理
組
合
は
九
月
二
十
一
日
、
市
教
委
に
対
し
適
当
な
移
転
校
舎
が
見
つ
か
る
ま
で
出
来
れ
ば
明
年
三
月
末
ま
で
の
猶
予
方
を
要
請
す
る
と
と
も
に
代
表
を
派
し
て
前
記
閉
鎖
措
置
に
対
す
る

法
務
府
の
見
解
を
徴
せ
し
め
る
一
方
　
学
級
生
徒
、
父
母
を
動
員
し
て
閉
鎖
命
令
撤
回
の
陳
情
を
行
っ
た
が
九
月
二
十
四
日
市
教
委
は
二
十
四
日
の
閉
鎖
期
限
を
三
十
日
ま
で
延
期
す
る
が
、
期
日

ま
で
に
明
渡
さ
な
い
場
合
強
制
執
行
の
手
段
を
と
る
旨
組
合
宛
に
申
し
渡
し
た
。
九
月
三
十
日
会
見
に
お
い
て
、
市
教
委
は
最
大
譲
歩
と
し
て
閉
鎖
は
断
行
す
る
が
放
課
後
二
時
間
の
朝
鮮
人
教
育

を
認
め
て
も
よ
い
旨
の
妥
協
案
を
提
示
し
た
が
、
組
合
側
が
応
諾
し
な
か
っ
た
の
で
物
別
れ
と
な
っ
た
。

・
組
合
側
が
九
月
三
十
日
ま
で
に
明
渡
し
を
実
行
し
な
か
っ
た
の
で
市
教
委
□
で
は
十
月
一
日
午
前
零
時
を
期
し
て
強
制
手
段
を
と
り
各
教
室
の
封
印
を
行
う
と
と
も
に
、
組
合
側
が
自
己
の
備
品
撤

去
の
場
合
、
陶
化
校
長
の
許
可
及
び
立
会
い
の
も
と
に
行
う
べ
き
旨
申
し
渡
し
た
。
し
か
し
、
組
合
側
は
備
品
の
撤
去
を
拒
否
し
た
た
め
十
月
三
日
夜
こ
れ
ら
備
品
を
特
別
学
級
内
の
一
室
に
ま
と

め
て
収
容
す
る
と
と
も
に
爾
余
の
教
室
を
日
本
人
児
童
の
授
業
に
充
て
る
た
め
五
日
よ
り
改
装
を
開
始
し
た
。

・
十
月
一
、
二
、
三
の
三
日
間
組
合
側
は
市
教
委
に
対
し
て
閉
鎖
措
置
撤
回
交
渉
を
続
け
る
一
方
、
陶
化
校
内
に
お
け
る
朝
鮮
人
特
別
学
級
児
童
、
父
兄
、
役
員
の
反
対
行
動
（
ア
ジ
演
説
デ
モ
）
が

続
け
ら
れ
、
又
備
品
整
理
を
名
と
し
て
封
印
を
破
っ
て
職
員
室
居
座
り
等
が
行
わ
れ
た
。
右
事
態
に
鑑
み
、
四
日
九
条
暑
よ
り
警
官
約
三
〇
名
が
治
安
維
持
の
た
め
陶
化
校
に
配
置
さ
れ
た
が
暫
時

平
静
に
帰
し
た
の
で
六
日
は
一
名
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
市
教
委
に
対
す
る
組
合
側
の
陳
情
も
市
教
委
の
強
硬
態
度
に
鑑
み
、
六
日
は
全
然
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

・
た
だ
特
別
学
級
児
童
は
市
教
委
の
転
校
措
置
に
も
拘
ら
ず
、
転
校
を
拒
否
し
、
毎
日
「
我
々
の
行
く
学
校
を
與
え
よ
」
と
の
デ
モ
行
動
を
陶
化
校
内
で
続
け
て
い
る
模
様
で
あ
る
。（
□
は
判
読
不
能
）

又
「
略
年
表
」

（
28
）

に
よ
る
と
、
そ
の
経
過
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
九
月
十
七
日
　
教
育
委
員
会
管
理
部
長
浜
野
錬
太
郎
を
は
じ
め
七
人
が
来
校
し
「
校
舎
返
還
要
求
書
」
を
差
し
出
し
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
明
け
渡
し
を
強
要
す
る
。
／
九
月
三
十
日
夜
一
二
時
、

市
教
委
は
武
装
警
官
を
動
員
し
、
教
室
を
封
鎖
す
る
。
／
十
月
四
日
陶
化
分
会
事
務
所
等
四
ヶ
所
で
分
散
授
業
を
行
う
。
／
十
月
十
日
学
校
の
北
東
側
門
前
に
武
装
警
官
を
配
置
し
、
登
校
を
妨
げ
た
。

同
胞
学
父
兄
達
は
校
門
を
囲
み
、
一
週
間
に
わ
た
り
強
固
な
闘
争
を
展
開
し
た
。
／
十
一
月
初
　
同
胞
達
は
木
造
ア
パ
ー
ト
（
東
九
条
西
河
原
町
）
を
借
り
受
け
、
校
舎
と
し
て
使
用
し
、
京
都
第
一

朝
鮮
人
小
学
校
と
改
称
す
る
。
／
十
一
月
十
六
日
授
業
開
始
（
29
）

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、
陶
化
小
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
朝
鮮
人
学
校
は
一
九
四
九
年
九
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。

282



（
２
）
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
（
十
月
〜
十
一
月
）

市
教
育
委
員
会
が
陶
化
小
学
校
内
の
朝
鮮
人
学
校
（
特
別
学
級
）
を
閉
鎖
す
る
方
針
を
決
定
し
た
二
日
後
の
九
月
八
日
、
中
央
で
は
「
団
体
等
規
正
令
」
に
よ
る
「
朝

連
解
散
・
財
産
没
収
」
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
措
置
と
し
て
、
文
部
省
は
十
月
十
三
日
「
朝
鮮
人
学
校
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
」
の
通
達

（
30
）

、
六
日
後
の
十
月
十
九
日
、

朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
及
び
改
組
を
全
国
に
通
知
し
た
。
こ
れ
は
「
朝
連
が
設
置
し
て
い
た
学
校
は
（
朝
連
の
解
散
に
よ
り
）
設
置
者
を
喪
失
し
、
当
然
廃
校
に
な
っ
た
も

の
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
学
校
に
も
「
法
律
に
よ
る
法
人
組
織
の
改
組
」
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
朝
連
系
と
み
な
し
た
九
二
校
の
閉
鎖
と
他
の
二
四
五

校
に
対
し
て
違
反
す
れ
ば
強
制
閉
鎖
を
行
う
と
い
う
条
件
付
で
十
四
日
以
内
に
改
組
を
求
め
る
命
令
が
出
さ
れ
た
。

続
い
て
十
一
月
四
日
に
は
先
に
改
組
勧
告
を
出
し
た
学
校
の
う
ち
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
約
一
二
〇
校
は
自
動
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
と
し
、
申
請
手
続
き
を
し
た
一
二

八
校
に
つ
い
て
は
文
部
省
で
一
括
検
査
し
て
、
三
校
を
私
立
学
校
と
し
て
認
可
し
た
他
は
全
て
そ
の
閉
鎖
を
命
じ
た
。

（
31
）

さ
ら
に
十
一
月
中
に
、
文
部
省
は
地
方
の
教
育
委
員
会
の
照
会
に
答
え
る
形
で
三
つ
の
通
達
を
出
し
収
拾
策
を
示
し
た
。

（
32
）

こ
れ
ら
の
文
部
省
か
ら
の
一
連
の
措
置
は
、

都
道
府
県
・
教
育
委
員
会
と
い
う
地
方
行
政
組
織
を
通
し
て
そ
の
地
域
の
朝
鮮
人
学
校
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
対
応
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
朝
連
と
い
う
母
体

が
解
散
さ
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
朝
鮮
人
学
校
側
の
事
情
と
地
方
教
育
行
政
当
局
の
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
人
学
校
へ
の
対
応
が
個
々
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
地
方
ご
と
の

事
情
に
よ
り
、
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
措
置
と
そ
の
後
の
朝
鮮
人
児
童
生
徒
へ
の
教
育
形
態
は
地
方
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

京
都
で
は
、
文
部
省
の
朝
鮮
人
学
校
処
置
に
関
す
る
指
示
に
従
い
、
十
月
十
九
日
に
朝
鮮
人
学
校
十
四
校
（
認
可
校
十
、
無
認
可
校
四
）
に
係
官
が
出
向
き
、
二
週
間

以
内
に
財
団
法
人
経
営
学
校
と
し
て
の
文
部
大
臣
認
可
を
取
る
か
、
ま
た
は
在
学
す
る
朝
鮮
人
児
童
生
徒
を
日
本
の
公
立
学
校
へ
の
転
校
処
置
を
と
る
よ
う
勧
告
す
る
知

事
名
の
命
令
書
を
渡
し
た
。
な
お
十
月
二
十
四
日
の
「
京
連
調
文
書
」

（
33
）

に
「
府
側
と
し
て
は
財
団
法
人
の
設
立
手
続
を
二
週
間
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
困
難
を
予
想
さ
れ

る
の
で
文
部
大
臣
認
可
財
団
法
人
経
営
の
朝
鮮
人
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
と
観
測
し
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
府
当
局
は
朝
鮮
人
学
校
側
が

法
人
を
改
組
し
て
学
校
認
可
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
見
通
し
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
新
聞
記
事

（
34
）

や
「
略
年
表
」
等
で
少
し
食
い
違
う
た
め
こ
こ
で
は
、「
京
連
調
文
書
」

（
35
）

を
手
が
か
り
に
経
過
を
整
理
す
る
。

・
去
る
十
月
十
九
日
朝
鮮
人
学
校
一
四
校
に
対
し
二
週
間
内
に
新
法
人
の
申
請
を
行
う
よ
う
に
勧
告
し
た
と
こ
ろ
、
所
定
期
限
内
に
財
団
法
人
京
都
朝
鮮
学
園
（
元
朝
連
系
西
陣
小
学
校
、
久
世
分
校
、

東
九
条
小
学
校
、
及
び
西
陣
中
学
校
経
営
）
及
び
財
団
法
人
大
韓
民
国
京
都
教
育
会
（
京
都
朝
鮮
中
学
校
経
営
）
よ
り
新
法
人
設
立
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
十
一
月
二
日
に
係
員
を
派
し
て

文
部
省
に
進
達
せ
し
め
た
と
こ
ろ
、
文
部
省
は
審
議
の
結
果
、
二
法
人
に
対
す
る
認
可
を
一
応
保
留
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
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・
右
以
外
の
九
校
は
所
定
期
限
内
に
何
等
申
請
を
行
わ
な
い
の
で
、
学
校
教
育
法
第
一
三
条
に
基
き
、
京
都
府
知
事
の
名
を
も
っ
て
、
十
一
月
五
日
そ
れ
ぞ
れ
閉
鎖
命
令
を
手
交
し
、
一
切
の
教
育
活

動
を
停
止
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
学
校
在
学
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
公
立
学
校
へ
の
受
入
に
つ
い
て
は
府
市
両
教
育
委
員
会
と
も
連
絡
の
上
、
万
全
の
措
置
を
講
じ
た
。

・
な
お
閉
鎖
九
朝
鮮
人
学
校
中
三
校
は
陣
容
を
改
め
て
各
種
学
校
と
し
て
認
可
を
受
く
べ
く
目
下
申
請
中
で
あ
る
。

こ
う
し
て
京
都
で
は
、
表
２
に
示
し
た
九

校
に
閉
鎖
命
令
が
出
さ
れ
、
朝
か
ら
授
業
を

行
っ
て
い
た
三
つ
の
朝
鮮
人
学
校
は
朝
鮮
人

児
童
の
小
学
校
へ
の
転
校
を
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
う
ち
舞
鶴
市
東
中
小
学
校
、
与

興
郡
与
興
朝
連
小
学
校
は
、
十
一
月
十
一
日

付
け
で
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校
へ
編
入
さ

れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）

一
方
、
法
人
設
立
申
請
を
し
た
京
都
朝

鮮
学
園
（
西
陣
小
学
校
、
久
世
分
校
、
東

九
条
小
学
校
、
西
陣
中
学
校
）
及
び
大
韓

民
国
京
都
教
育
会
（
京
都
朝
鮮
中
学
校
）

は
い
ず
れ
も
朝
か
ら
授
業
を
し
て
い
た
学

校
が
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
認
可
を
保

留
さ
れ
た
二
法
人
が
合
併
し
て
十
一
月
十

五
日
午
前
一
〇
時
ま
で
に
再
申
請
す
れ
ば

認
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
両
団
体
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表２　1949年10月～11月「閉鎖・改組」時の朝鮮人学校の状況

※資料１：1949年10月24日京連第238号京都連絡調査事務局局長外務大臣宛「京都府にお
ける朝鮮人学校改組勧告に関する件」の数値をもとに作成
※資料2：1949年11月11日京連第269号京都連絡調査事務局局長外務大臣宛「朝鮮人学校
の新法人設立認可申請に関する件」をもとに作成
＊11月５日に京都朝鮮学園として法人申請をしていることから改組勧告があったと考え
られる。



の
話
し
合
い
は
ま
と
ま
ら
ず
別
々
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
37
）

こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
二
法
人
の
認
可
を
一
旦
保
留
し
、
対
立
す
る
二

法
人
に
対
し
て
合
併
を
促
し
た
経
過
な
ど
不
認
可
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
が
、
次
の
事
例
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
九
四
八
年
の
「
一
・
二
四
通
達
」
以
降
、
朝
鮮
人
学
校
の
学
校
認
可
に
当
た
っ
て
は
、
教
職
員
適
格
審
査
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
十
一
月
上
旬
に
、

朝
連
西
陣
小
学
校
の
校
長
が
審
査
委
員
会
か
ら
教
職
不
適
格
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）

（
左
下
二
通
の
起
案
文
書
参
照
）

朝
連
西
陣
小
学
校
は
前
年
の
一
九
四
八
年
九
月
に
学
校
認
可
さ
れ
、
前
項
で
触
れ
た
京
都
府
教
職
員

適
格
審
査
の
結
果
通
知
の
同
年
七
月
の
公
報

（
39
）

（「
昭
和
二
三
年
六
月
三
十
日
付
適
格
者
と
判
定
す
る
」）

に
は
、
朝
連
西
陣
小
学
校
の
校
長
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
年
前
に
適
格
者
と
さ
れ
た
こ
の
人

物
が
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
朝
連
の
部
長
で
あ
っ
た
と
の
理
由
で
、
こ
の
教
職
不
適
格
と
判
定
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
不
適
格
判
定
書
は
十
月
三
十
一
日
付
け
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
十
一
月
二

日
付
の
不
適
格
判
定
書
の
当
人
の
受
取
受
領
書
も
添
付
さ
れ
、
そ
の
余
白
に
「
課
長
室
で
手
交
」
の
メ

モ
書
き
も
見
ら
れ
、
時
間
的
に
も
切
迫
し
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
朝
連
西
陣
小
学
校

の
校
長
の
教
職
不
適
格
判
定
と
法
人
の
認
可
保
留
の
関
連
は
わ
か
ら
な
い
。

一
方
、
法
人
設
立
申
請
を
し
た
京
都
朝
鮮
学
園
の
中
に
東
九
条
小
学
校
の
名
前
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
そ
の
名
称
か
ら
前
項
で
詳
し
く
ふ
れ
た
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
（
封
鎖
さ
れ
十
一
月
初
め
に
、

東
九
条
西
河
原
町
に
木
造
ア
パ
ー
ト
を
借
り
受
け
、
京
都
第
一
朝
鮮
人
小
学
校
と
改
称
し
た
と
さ
れ

る
）
と
考
え
ら
れ
る
。
全
国
に
閉
鎖
命
令
が
出
た
同
じ
時
期
に
校
舎
明
け
渡
し
を
巡
っ
て
市
教
育
委

員
会
と
緊
張
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
こ
れ
も
そ
の
経
過
は
不
明

で
あ
る
。

ま
た
、
十
一
月
五
日
閉
鎖
措
置
を
受
け
た
九
校
の
中
で
「
三
校
は
陣
容
を
改
め
て
各
種
学
校
と
し
て

認
可
を
受
く
べ
く
目
下
申
請
中
で
あ
る
」
と
の
報
告
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
改
め
て
各
種
学

校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
学
校
が
二
校
あ
っ
た
。
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不
適
格
判
定
書
送
付
に
つ
い
て(

案)

○
○
○
宛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長

件
名

貴
殿
は
さ
き
に
教
職
員
適
格
審
査
の
た
め
の
調
査
表
を
提
出
さ
れ
、

昨
年
六
月
本
委
員
会
に
よ
り
、
適
格
と
判
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
先

般
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
が
団
体
等
規
正
令
の
規
定
に
よ
っ
て
解
散
を

命
じ
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
貴
殿
が
右
連
盟
の
役
員
で
あ
っ
た
関
係
上
、

教
職
員
適
格
審
査
の
判
定
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
今
般
再
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
教
職
不
適
格
と
判

定
さ
れ
た
の
で
御
了
知
相
成
り
た
く
、
別
紙
判
定
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
。(

略)不
適
格
判
定
書(

案)

京
都
西
陣
朝
連
小
学
校
長
　
　
○
○
○

右
の
者
左
記
の
理
由
に
基
ず
き
教
職
不
適
格
と
判
定
す
る
。

理
由

同
人
は
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
の
京
都
府
本
部
の
部
長
で
あ
っ
た
。

右
は
教
職
員
の
除
去
及
び
就
職
禁
止
等
に
関
す
る
政
令
施
行
に
関
す

る
規
則
別
表
第
一
第
十
二
号
の
１
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

24
年
10
月
31
日

京
都
府
教
職
員
適
格
審
査
委
員
長
　
○
○
○
○

※
注
　
日
付
は
数
字
の
み
赤
鉛
筆
で
記
入
さ
れ
て
お
り
、
後
日
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。



一
つ
は
梅
津
小
学
院
で
あ
り
、
申
請
関
連
文
書

（
40
）

に
よ
る
と
、
京
都
朝
鮮
梅
津
学
校
の
名
称
で
、
十
一
月
二
十
一
日
付
で
各
種
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る

（
41
）

。
添
付
さ

れ
て
い
る
同
校
の
二
名
の
教
職
員
適
格
審
査
関
連
文
書
の
中
に
は
、
二
名
が
旧
朝
連
の
構
成
員
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
京
都
府
総
務
部
調
査
課
長
名
の
添
付
文
書
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
申
請
起
案
文
書
の
中
に
あ
る
調
査
要
綱
の
項
目
の
一
つ
と
し
て
「
設
置
者
○
○
が
旧
朝
連
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
は
即
時

設
置
者
の
変
更
を
な
す
」
と
の
文
言
が
新
た
に
追
加
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
旧
朝
連
系
学
校
認
可
へ
の
教
育
行
政
当
局
の
厳
し
い
対
応
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

学
校
は
、「
第
一
学
級
（
小
学
校
一
、
二
年
在
籍
生
）、
第
二
学
級
（
三
、
四
年
）
第
三
学
級
（
五
、
六
年
）
各
二
〇
名
」、
週
六
日
の
授
業
日
、
午
後
三
時
〜
六
時
の
授
業

時
間
と
な
っ
て
お
り
、
授
業
料
は
月
一
五
〇
円
、
入
学
金
二
〇
〇
円
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
第
二
学
級
（
三
、
四
年
）
十
一
名
、
三
学
級
（
五
、
六
年
）
九
名
の

児
童
二
名
の
教
員
が
担
当
し
て
い
た
。

も
う
一
つ
は
建
国
小
学
校
で
あ
り
、
認
可
申
請
関
連
文
書

（
42
）

に
よ
る
と
、
設
置
者
は
朝
鮮
建
国
促
進
青
年
同
盟
京
都
府
本
部
さ
れ
、
韓
国
学
院
の
名
称
で
京
都
朝
鮮
梅
津

学
校
と
同
じ
十
一
月
二
十
一
日
付
で
各
種
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）

申
請
文
書
の
中
に
教
職
員
適
格
確
認
書
は
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
先
の
京
都
朝
鮮
梅
津
学
校

の
認
可
申
請
関
連
文
書
に
は
あ
っ
た
旧
朝
連
の
構
成
員
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
は
添
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
じ
様
式
の
申
請
起
案
文
書
で
は
あ
る
が
、
調

査
要
綱
に
京
都
朝
鮮
梅
津
学
校
に
は
あ
っ
た
「
設
置
者
○
○
が
旧
朝
連
の
構
成
員
…
」
の
文
言
は
な
い
。
教
育
行
政
当
局
の
旧
朝
連
系
学
校
認
可
と
は
異
な
る
対
応
が
う

か
が
え
興
味
深
い
。
学
校
は
、「
初
等
科
（
一
五
才
以
下
五
十
名
、
午
後
三
時
〜
五
時
）、
青
年
科
・
婦
人
科
（
十
五
才
以
上
各
五
十
名
、
午
後
五
時
〜
八
時
半
）」、
週
六

日
の
授
業
日
、
午
後
三
時
〜
六
時
の
授
業
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
授
業
料
は
月
一
〇
〇
円
、「
入
学
金
は
徴
収
し
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
生
徒
数
は
一
三
二

名
、
六
名
の
教
員
が
担
当
し
て
い
た
。

な
お
こ
の
二
校
の
認
可
日
は
と
も
に
「
十
一
月
二
十
一
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
資
料
の
年
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
学
校
の
閉
鎖
・
改
組
を
め
ぐ
っ
て
緊
張

が
高
ま
っ
た
と
き
で
も
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
日
付
で
、
し
か
も
対
立
し
て
い
た
二
つ
の
朝
鮮
人
団
体
の
学
校
が
同
時
に
認
可
さ
れ
た
の
か
、
何
ら
か
の
背
景
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

（
44
）
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４．

市
立
学
校
へ
の
転
校
の
措
置-

一
九
五
〇
年

（
１
）
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
に
よ
る
児
童
の
転
校

こ
の
よ
う
に
、
一
九
四
九
年
十
一
月
以
降
、
京
都
で
は
「
自
主
学
校
」
と
し
て
学
校

の
継
続
を
は
か
っ
た
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
朝
鮮
人
学
校
は
閉

鎖
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
学
校
に
行
か
ず
、
朝
鮮
人
学
校
に
通
っ
て
い
た
子
ど
も

の
多
く
は
、
一
九
四
九
年
の
終
わ
り
か
ら
一
九
五
〇
年
に
か
け
て
公
立
学
校
へ
の
転
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
、
京
都
で
は
ど
れ
だ
け
の
朝
鮮
人
児
童
生
徒
が
公
立
学
校
に
転
学
し
た
の

か
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
転
校
を
受
け
入
れ
た
京
都
府
や
京
都
市
の
行
政
資
料
の
中

か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
閉
鎖
さ
れ
た
朝
鮮
人
学
校
の
そ
の
当
時

の
在
籍
人
数
な
ど
か
ら
推
測
す
る
こ
と
に
す
る
。

表
３
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
か
け
て
閉
鎖
さ
れ
た
府
内
の
朝
鮮
人
学

校
の
中
で
、
朝
か
ら
授
業
を
行
っ
て
い
た
学
校
の
児
童
生
徒
の
転
学
状
況
を
こ
れ
ま
で

に
取
り
上
げ
て
き
た
資
料
を
参
考
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
一
九
五
〇
年
一
月
ま
で
に
府
内
の
朝
連
系
三
校
（
舞
鶴
市
東
中
小

学
校
、
久
世
郡
小
倉
村
久
世
小
学
校
、
輿
謝
郡
吉
津
村
輿
謝
朝
連
学
校
）
は
閉
鎖
さ
れ
、
合

わ
せ
て
一
八
八
名
の
児
童
は
居
住
地
の
小
学
校
に
転
校
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
京
都
市

内
の
朝
鮮
人
学
校
（
小
三
校
、
中
二
校
）
は
、
閉
鎖
命
令
の
出
た
一
九
四
九
年
十
一
月
か
ら

二
ヶ
月
後
の
一
九
五
〇
年
一
月
現
在
「
閉
鎖
」
ま
た
は
「
閉
鎖
猶
予
中
」、
転
学
に
つ
い
て

は
「
受
入
市
教
委
と
交
渉
中
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
転
校
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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表３　1949年～50年にかけての京都府内の朝鮮人学校の閉鎖状況（朝から授業をしていた学校のみ）

1950年１月19日京連地第５号京都連絡調査事務局長近畿連絡調整事務局長宛「閉鎖朝鮮人学校在学児童の受
入れに関する件」添付「朝鮮人学校閉鎖状況一覧表（昭和25年１月10日現在）」をもとに作成
（注）①ここに挙げられた学校はすべて朝から授業をしていた学校であり、閉鎖に伴い児童生徒は日本の学校
に転学の必要があるものされた。②各項目の表記文言については原文書の表記に従った。また所在地の行政区
文も当時のものである。ただし学校名については表２と表記と統一した。



こ
う
し
た
「
日
本
学
校
へ
転
校
を
必
要
と
す
る
朝
鮮
人
」
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
見
ら
れ
、「
京
連
調
文
書
」
に
も
何
度
か
登
場
す

る
。
表
４
は
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
表
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
一
月
に
は
、
京
都
市
内
で
は
三
つ
の
「
朝
鮮
人
小
学
校
」
の
児
童
四
二
五
人
と

二
つ
の
「
朝
鮮
人
中
学
校
」
の
生
徒
二
五
三
人
、
合
わ
せ
て
六
七
八
人
の
「
未
転
校
朝
鮮
人
児
童
生
徒
」
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
朝
鮮
人

学
校
閉
鎖
に
伴
い
京
都
市
内
の
小
学
校
へ
の
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
朝
鮮
人
児
童
は
四
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
45
）

な
お
、
三
校
の
中
で
紫
竹
学
院
は
十
月
一
日
に
「
閉
鎖
」
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
不
明
な
点
が
多
く
経
過
は
わ
か
ら
な
い
。
児
童
数
二
七
五
人
と
最
も
規
模
の
大
き
い
朝

連
西
陣
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
三
日
に
卒
業
式
を
し
た
後
、
閉
校
し
た
と
さ
れ
る
。
児
童
の
多
く

は
京
都
市
立
小
学
校
に
転
校
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
南
区
東
九
条
（
当
時
は
下
京
区
）
の
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校

（
陶
化
小
学
校
内
朝
鮮
人
特
別
学
級
）
の
経
過
に
つ
い
て
は
前
項
で
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
九
四
九
年

か
ら
五
〇
年
か
け
、
京
都
市
内
の
小
学
校
に
は
大
勢
の
朝
鮮
人
児
童
が
転
校
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

市
立
小
学
校
へ
の
転
校
問
題
は
、
す
で
に
一
九
四
九
年
九
月
の
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
へ
の
校
舎
返
還
問
題
の
時

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
は
九
月
十
九
日
、
各
小
学
校
に
「
朝
鮮
人
教
育
問
題
に
関
す
る
方
針
」

（
46
）

を
通
知

し
、「
市
立
陶
化
小
学
校
々
舎
を
使
用
の
京
都
第
一
朝
連
小
学
校
に
対
し
て
校
舎
返
還
を
要
求
し
た
か
ら
…
こ
れ
ら
の

児
童
の
受
入
に
つ
い
て
は
特
に
温
い
気
持
を
も
っ
て
在
学
児
童
と
の
融
和
学
力
補
充
に
つ
き
特
別
の
御
指
導
を
」
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
第
一
朝
連
初
等
学
校
の
校
舎
は
九
月
三
十
日
に
封
鎖
さ
れ
る
。
市
教
育
委
員
会
は
九
月
の
通
知
文

に
続
き
十
月
三
十
一
日
、
小
・
中
学
校
宛
に
「
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
取
扱
」
に
つ
い
て
の
通
知
文

（
47
）

を
出
し
て
い
る
。
通

知
文
は
、
今
回
の
措
置
に
伴
い
「
朝
鮮
人
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
は
、
各
通
学
区
域
の
公
立
学
校
に
収
容
す
る
こ

と
」
に
な
る
の
で
、「
転
入
学
の
取
扱
い
に
つ
き
万
全
を
期
す
る
」
た
め
に
、「
学
校
当
局
者
は
温
い
心
で
迎
え
」、「
日

本
人
児
童
・
生
徒
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
…
積
極
的
に
善
隣
友
好
の
精
神
」
を
も
ち
、「
学
力
に
相
違
あ
る
場
合

に
は
、
学
力
の
補
充
を
な
す
等
の
措
置
」
を
と
り
、「
提
出
書
類
を
完
備
す
る
こ
と
が
早
急
に
出
来
な
い
事
情
の
あ
る

と
考
へ
ら
れ
る
」
の
で
「
後
日
取
り
揃
え
る
こ
と
と
し
仮
入
学
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
」
求
め
て
い
る
。
一
九
四
九
年
の

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
市
教
育
委
員
会
の
こ
の
措
置
に
伴
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
児
童
が
市
立
小
学
校
に
転
校
し
た
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表４　1949年　京都の朝鮮人児童生徒の就学状況

1950年１月19日京連地第５号京都連絡調査事務局長近畿連絡調整事務局長宛
「閉鎖朝鮮人学校在学児童の受入れに関する件」より作成
(注)調査対象は京都市を含む京都府全域である。各項目の表記文言については
原文書の表記とした。



の
か
不
明
で
あ
る
が
、
京
都
市
で
は
、
十
一
月
の
閉
鎖
命
令
の
二
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
の
校
舎
返
還
に
伴
う
朝
鮮
人
児
童
の
市
立
小
学
校
へ

の
転
校
と
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
京
都
市
立
小
学
校
へ
の
転
校
の
状
況

京
都
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
の
い
わ
ば
最
終
期
と
な
る
こ
の
時
期
、
市
立
小
学
校
へ
の
転
校
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
〇
〇
人
近
い
児
童

が
短
期
間
に
市
立
学
校
に
転
校
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
行
政
当
局
の
姿
勢
や
学
校
の
戸
惑
い
は
、
先
の
市
教
育
委
員
会
の
通
知
文
に
示
さ
れ
た

受
け
入
れ
に
伴
う
配
慮
事
項
等
か
ら
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
朝
鮮
人
児
童
の
受
け
入
れ
た
市
立
小
学
校
に
つ
い
て
の
転
校
状
況
の
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
当
時
の
在
日
朝
鮮
人
多
住
地
域
の
現
南
区
と
右
京
区
の
小
学
校
二
校
の
学
籍
の
記
録
か
ら
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
入
状
況
を

探
る
こ
と
と
し
た
。

表
５
、
表
６
は
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
小
学
校
、
Ｂ
小
学
校
に
一
九
四
九
年
当
時
在
籍
し
て
い
た
全
児
童
の
中
で
、
朝
鮮
人
学
校
か
ら
途
中
転
入
し
て
き
た
児
童
の
数
と
そ
の
転

入
時
期
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
Ａ
小
学
校
で
は
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
入
児
童
が
四
十
二
人
確
認
さ
れ
、
う
ち
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
の
一
九
四
九
年

か
ら
一
九
五
〇
年
の
時
期
に
三
九
人
が
、
Ｂ
小
学
校
で
は
三
十
二
人
中
二
十
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
表
７
、
表
８
は
、
朝
鮮
人
学
校
か
ら
途
中
転
入
し

て
き
た
児
童
の
転
入
時
期
と
朝
鮮
人
学
校
名
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
転
出
の
朝
鮮
人
学
校
の
名
称
に
つ
い
て
は
単
に
朝
鮮
学
校
、
朝
連
（
連
）
学
校
な
ど
と
記
載
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
学
校
を
特
定
す
る
の
が
困
難
な
も
の
が
あ
る
が
、
概
ね
こ
の
二
小
学
校
へ
の
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
入
状
況
は
わ
か
る
。

南
区
の
Ａ
小
学
校
は
一
九
四
九
年
十
一
月
、
自
主
学
校
と
し
て
残
っ
た
と
さ
れ
る
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
の
隣
接
地
域
に
あ
り
、
表
７
に
示
し
た
朝
鮮
小
学
校
、
朝

連
小
学
校
、
朝
鮮
連
盟
学
校
、
京
都
朝
鮮
小
学
校
等
の
記
載
学
校
名
を
京
都
第
一
朝
連
初
等
学
校
と
考
え
る
と
、
一
九
四
九
年
に
は
七
人
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
四
月
か

ら
五
月
に
十
人
、
九
月
か
ら
十
一
月
に
十
四
人
な
ど
合
計
二
十
六
名
が
こ
の
学
校
か
ら
転
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
市
内
で
唯
一
の
自
主
学
校
と
し
て
残
っ
た
こ
の
学
校

か
ら
も
、
閉
鎖
期
か
ら
自
主
学
校
と
し
て
再
建
一
年
後
に
か
け
て
、
隣
接
地
域
の
Ａ
小
学
校
へ
転
校
が
多
く
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
一
方
、
表
８
か
ら
は
、
当
時
の
児

童
数
が
Ａ
小
学
校
の
二
倍
程
の
右
京
区
の
Ｂ
小
学
校
で
は
、
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
入
が
一
九
五
〇
年
四
月
に
集
中
し
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｂ
小
学
校
へ
の
一
九
五

〇
年
四
月
、
五
月
の
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
二
十
人
の
転
入
に
は
、
朝
連
西
陣
小
学
校
と
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
が
四
人
確
認
で
き
る
。
朝
連
西
陣
小
学
校
は
Ｂ
小
学
校
校

区
か
ら
二
㎞
程
度
の
近
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
人
学
校
、
朝
連
小
学
校
、
朝
鮮
学
校
等
の
記
載
も
朝
連
西
陣
小
学
校
と
考
え
る
と
、
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
三
日
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表５　朝鮮人学校からの途中転入の児童数と転入時期（Ａ小学校　現南区）

京都市南区のＡ小学校の学籍の記録（各卒業年度毎）から、朝鮮人学校からの途中転入が記録されている
ものを取り出し、朝鮮人学校名、転入年月日、学年を調べた。これによりＡ小学校での1949年から1950年
の間に朝鮮人学校から転入者の実数がわかる。ただしこの記録は卒業時の名簿であるため、朝鮮人学校か
らＡ小学校に転入し、卒業までに途中転出したものは含まれていない。

表６　朝鮮人学校からの途中転入の児童数と転入時期（Ｂ小学校　右京区）

京都市右京区のＢ小学校の学籍の記録（各卒業年度毎）から、朝鮮人学校からの途中転入が記録されている
ものを取り出し、朝鮮人学校名、転入年月日、学年を調べた。これによりＢ小学校での1949年から1950年に
かけての朝鮮人学校から転入者の実数がわかる。ただしこの記録は卒業時の名簿であるため、朝鮮人学校か
らＢ小学校に転入し、卒業までに途中転出したものは含まれていない。
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京都における朝鮮人学校閉鎖期（1948～1950）の状況

表７ 朝鮮人学校からの途中転入児童42人の転入時期
（A小学校　現南区）

朝鮮人学校の名称は不正確であるが、学籍の記録に
表記されている名称をそのまま記載した。

表８　朝鮮人学校からの途中転入児童32人の転入時期
（Ｂ小学校　右京区）

朝鮮人学校の名称は不正確であるが、学籍の記録
に表記されている名称をそのまま記載した。



に
卒
業
式
を
し
た
後
閉
校
し
た
と
さ
れ
る
同
校
か
ら
、
同
年
四
月
の
新
学
期
に
十
五
人
ほ
ど
が
集
中
し
て
転
校
し
て
き
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
Ｂ
小
学
校
に
は
向

上
社
小
学
校
、
韓
国
居
留
民
団
小
学
校
な
ど
朝
連
系
と
は
異
な
る
学
校
か
ら
の
転
入
も
見
ら
れ
る
。

（
48
）

な
お
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
入
児
童
七
四
人
の

名
前
は
民
族
名
の
表
記
が
三
十
二
人
、
日
本
名
の
表
記
が
四
十
二
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
市
内
二
つ
の
小
学
校
で
の
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
校
の
状
況
を
み
た
が
、
通
学
す
る
朝
鮮
人
学
校
を
失
っ
た
四
〇
〇
人
ほ
ど
の
児
童
の
多
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
校

区
の
小
学
校
に
分
か
れ
、
こ
の
二
校
と
似
た
状
況
で
転
校
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
京
都
で
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
の
経
過
を
府
・
市
の
教
育
行
政
当
局
の
措
置
と
朝
鮮
人
児
童
の
公
立
学
校
へ
の
転
校
の
視
点
か
ら
整
理
し
た
。

一
九
四
八
年
一
月
の
文
部
省
通
達
を
受
け
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
大
阪
・
兵
庫
な
ど
で
強
制
的
な
閉
鎖
措
置
が
取
ら
れ
、
朝
鮮
人
の
全
国
的
な
反
対
運
動
が
広
が
っ

た
が
、
五
月
に
は
中
央
で
文
部
省
と
朝
鮮
人
団
体
と
の
覚
書
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
。
京
都
で
も
、
こ
れ
に
沿
っ
て
京
都
府
と
朝
鮮
人
側
で
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
朝
鮮
人

学
校
が
認
可
申
請
を
す
る
方
向
で
の
解
決
が
図
ら
れ
、
九
月
に
は
朝
連
系
の
学
校
七
校
が
認
可
さ
れ
た
。
一
方
、
京
都
市
内
に
は
こ
れ
と
は
別
に
市
立
小
学
校
の
校
舎
を

使
用
し
て
開
設
し
て
い
た
朝
連
系
の
学
校
が
数
校
あ
り
、
校
舎
が
な
い
た
め
学
校
認
可
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
れ
ら
の
学
校
に
つ
い
て
、
朝
連
は
京
都
市
と
覚
書
を
交
わ

し
、
市
立
学
校
内
で
の
「
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
」
と
し
て
、
引
き
続
き
校
舎
の
使
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
措
置
に
よ
り
、
京
都
で
は
「
一
・
二
四

通
達
」
に
よ
る
学
校
閉
鎖
と
い
う
事
態
は
一
旦
回
避
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
一
九
四
九
年
四
月
、
京
都
軍
政
部
の
指
示
を
受
け
た
府
教
委
、
市
教
委
は
校
舎
の
不
足
を
理

由
に
朝
連
側
の
校
舎
使
用
申
請
を
拒
否
、
九
月
に
は
市
立
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
朝
鮮
人
学
校
に
対
し
て
強
制
的
な
閉
鎖
措
置
を
取
っ
た
。
同
じ
時
期
、
団
体
等

規
正
令
に
よ
る
朝
連
解
散
、
文
部
省
の
朝
鮮
人
学
校
に
対
す
る
措
置
通
達
を
受
け
、
府
知
事
に
よ
る
朝
鮮
人
学
校
へ
の
新
法
人
申
請
を
勧
告
す
る
命
令
書
が
出
さ
れ
た
。

朝
鮮
人
学
校
側
は
新
法
人
の
申
請
を
し
た
が
、
最
終
的
に
は
認
可
さ
れ
ず
、
十
一
月
に
は
閉
鎖
命
令
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
五
〇
年
三
月
ま
で
に
は
京
都
の
ほ

と
ん
ど
の
朝
鮮
人
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
閉
鎖
措
置
に
よ
り
京
都
市
立
小
学
校
に
転
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
朝
鮮
人
児
童
は
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
人
程
度
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
転
校
の
様
子
の
一
部
は
市
立
学
校
の
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
た
。

一
九
四
八
年
一
月
か
ら
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
に
つ
い
て
の
一
連
の
措
置
は
、
当
時
の
占
領
政
策
の
も
と
、
文
部
省
を
通
し
て
全
国
に
一
律
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
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が
、
地
方
の
行
政
当
局
の
実
際
の
対
応
や
措
置
は
、
そ
の
地
方
ご
と
の
事
情
に
よ
り
、
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
か
っ
た
。
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
の
経
過
を
見
る
と
、

い
く
つ
か
の
朝
鮮
人
学
校
が
市
立
小
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
京
都
の
事
情
が
行
政
当
局
の
措
置
に
反
映
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一

九
五
〇
年
以
降
、
市
立
小
学
校
に
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
朝
鮮
人
の
た
め
の
民
族
学
級
が
市
立
小
学
校
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

今
回
の
調
査
と
研
究
を
通
し
て
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
人
学
校
や
朝
鮮
人
児
童
の
教
育
関
係
資
料
を
各
方
面
に
探
し
求
め
た
。
と
り
わ
け
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
京
都
市

と
京
都
市
立
小
学
校
に
は
当
時
の
関
係
記
録
が
少
し
は
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
が
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

・
市
立
学
校
の
校
舎
使
用
や
朝
鮮
人
児
童
へ
の
特
別
な
教
育
に
つ
い
て
は
京
都
市
の
教
育
当
局
の
行
政
資
料
等
か
ら
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
不
明
な
点
の
多
い
朝
連
西
陣
小
学
校
に
つ
い
て
は
朝
連
側
の
資
料
、
行
政
文
書
、
関
係
者
の
聞
き
取
り
等
か
ら
そ
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
人
学
校
や
朝
鮮
人
児
童
の
教
育
に
つ
い
て
、
資
料
を
通
し
て
そ
の
歴
史
を
見
つ
め
な
お
す
作
業
を
今
後
と
も

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）

一
九
四
七
年
四
月
に
は
朝
鮮
人
学
校
は
六
・
三
制
の
学
校
体
系
を
整
え
、
一
九
四
七
年
六
月
の
「
教
育
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
第
六
学
年
で
は
、
国
語
科
七
、
社
会
科
六
、
理
数
科
九
、
芸
術
科
四
、

体
育
科
二
、
特
殊
科
（
日
本
語
な
ど
）
四
な
ど
、
週
当
た
り
三
四
時
間
の
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
２
）

以
下
、
金
太
基
「
戦
後
日
本
政
治
と
在
日
朝
鮮
人
問
題
」
勁
草
書
房
　
一
九
九
七
に
よ
る
。

（
３
）

朝
鮮
人
送
還
計
画
に
関
す
る
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日
附
総
司
令
部
発
表
「
送
還
を
拒
否
し
て
日
本
に
在
留
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
朝
鮮
人
は
、
璽
後
一
切
の
日
本
の
法
令
に
服
す
る
こ
と

を
十
分
承
知
し
て
右
の
選
択
を
行
う
も
の
で
あ
る
」

（
４
）
「
朝
鮮
人
児
童
の
就
学
義
務
に
つ
い
て
」（
官
学
第
五
号
　
文
部
省
学
校
教
育
局
長
回
答
一
九
四
七
・
四
・
一
二
「
在
日
朝
鮮
人
管
理
重
要
文
書
集
」
湖
北
社
　
一
九
八
七
に
よ
る
）

（
５
）

上
杉
幸
恵
「
解
放
後
の
山
口
県
に
お
け
る
民
族
教
育
擁
護
運
動
」『
橘
史
学
』
第
四
号
　
一
九
八
九

（
６
）

Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
さ
ら
に
一
九
四
七
年
十
月
「
朝
鮮
人
諸
学
校
は
、
正
規
の
教
科
の
追
加
科
目
と
し
て
朝
鮮
語
を
教
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
の
例
外
を
認
め
ら
れ
る
ほ
か
は
、
日
本
（
文
部
省
）
全
て

の
命
令
に
し
た
が
わ
し
め
る
よ
う
、
日
本
政
府
に
命
令
す
る
」
と
い
う
方
針
を
表
明
し
た
。T

okyo
L

iaison
O

ffice
to

O
F

A
,U

S
A

M
G

IK
W

eekly
R

eport,Ju
ly
1947,pp14-20.

日
本
教
育

学
会
教
育
制
度
研
究
委
員
会
「「
在
日
朝
鮮
人
と
そ
の
教
育
」
資
料
集
第
一
集
　
一
九
七
〇
・
八
、
八
頁
に
よ
る
。

（
７
）
「
朝
鮮
人
設
立
学
校
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
官
学
五
号
　
学
校
教
育
局
長
よ
り
、
文
部
省
大
阪
出
張
所
長
、
都
道
府
県
知
事
宛
通
知
一
九
四
八
・
一
・
二
四
）
な
お
こ
れ
は
一
九
四
七
年
の
朝
鮮

人
学
校
を
め
ぐ
る
地
方
軍
政
当
局
の
一
連
の
動
き
の
中
で
、
同
年
八
月
に
大
阪
府
学
務
課
が
文
部
省
に
「
朝
鮮
人
学
校
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
指
示
を
求
め
、
照
会
し
た
も
の
へ
の
回
答
と
し
て
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出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
「
朝
鮮
人
の
教
職
員
の
適
格
審
査
に
つ
い
て
」（
発
適
九
号
　
適
格
審
査
室
長
通
知
一
九
四
八
・
一
・
二
六
）「
朝
鮮
人
を
教
育
す
る
学
校
の
教
職
員
に
つ
い
て
も
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
六
二
号

に
よ
る
教
職
員
の
適
格
審
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
そ
の
よ
う
な
学
校
の
教
職
員
に
つ
い
て
、
若
し
審
査
魅
了
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
必
要
な
調
査
票
を
徴
し
、
審
査
を
実
施
さ
れ
た
い
。
な

お
調
査
票
を
徴
さ
れ
て
こ
れ
を
提
出
し
な
い
も
の
は
政
令
第
六
二
号
、
第
八
条
の
罰
則
の
適
用
を
要
す
る
の
で
念
の
為
申
し
添
え
る
。」

（
９
）

呉
鳴
夢
　
成
大
盛
「
解
放
後
の
初
期
在
京
都
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
〇
）」『
社
協
京
都
会
報
』
第
九
号
　
二
〇
〇
七
に
よ
る
。

（
10
）
「
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
」
は
、
敗
戦
直
後
外
務
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
、
当
時
連
合
国
最
高
司
令
部
と
直
接
折
衝
で
き
る
唯
一
の
政
府
機
関
で
あ
り
、
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
は
そ
の
地

方
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
当
初
は
「
終
戦
連
絡
京
都
事
務
局
」
だ
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
か
ら
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
と
名
称
を
変
え
、
講
和
条
約
発
効
の
一
九
五
二
年
中
央
事
務

局
に
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
は
京
都
軍
政
部
管
轄
下
の
状
況
を
逐
一
中
央
事
務
局
に
報
告
し
て
お
り
、
今
回
の
使
用
し
た
資
料
は
、
そ
の
中
に
あ
る
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
関

連
の
外
務
大
臣
宛
に
報
告
五
通
（
一
九
四
九
・
一
〇
・
一
〇
、
一
〇
・
二
四
、
一
一
・
一
一
、
一
九
五
〇
・
一
・
一
九
、
七
・
一
一
）
で
あ
り
、
宮
本
正
明
さ
ん
（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
）

か
ら
提
供
を
受
け
た
。
な
お
、
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
の
資
料
を
使
っ
た
関
連
研
究
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
り
、
本
注
（
10
）
作
成
の
資
料
と
し
た
。
船
橋
渉
「
占
領
期
に
お
け
る
京
都
の
在
日
朝

鮮
人
問
題
」『
立
命
館
法
學
　
学
生
論
集
』
第
四
〇
号
　
一
九
九
三

（
11
）
「
京
連
調
文
書
」
に
は
次
の
二
通
の
京
都
の
朝
鮮
人
学
校
の
一
覧
表
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

①
一
九
四
九
年
十
月
十
一
日
京
連
第
二
〇
七
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
局
長
外
務
大
臣
宛
「
京
都
市
教
育
委
員
会
の
陶
化
小
学
校
内
朝
鮮
人
特
別
学
級
閉
鎖
問
題
経
緯
報
告
の
件
」
添
付
「
朝
鮮
人

学
校
一
覧
表
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
九
日
現
在
）」

②
一
九
五
〇
年
一
月
十
九
日
京
連
地
第
五
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
長
近
畿
連
絡
調
整
事
務
局
長
宛
「
閉
鎖
朝
鮮
人
学
校
在
学
児
童
の
受
入
れ
に
関
す
る
件
」
添
付
「
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
状
況
一
覧

表
（
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
一
日
現
在
）」

（
12
）
「
京
連
調
文
書
」（
注
11
）
の
ほ
か
に
、
次
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。

・
呉
鳴
夢
　
成
大
盛
「
解
放
後
の
初
期
在
京
都
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
〇
）」『
社
協
京
都
会
報
』
第
九
号
　
二
〇
〇
七

・
「
在
日
本
朝
鮮
人
聯
盟
中
央
本
部
「
在
日
本
朝
鮮
人
聯
盟
全
体
組
織
統
計
表
（
一
九
四
八
年
二
月
現
在
）」
一
九
四
八
・
三

・
朝
・
日
関
係
京
都
研
究
会[

文
責
・
黄
鎮
益]

「
京
都
民
族
教
育
　
解
放
後
の
足
跡
（
略
年
表
）」『
同
胞
と
社
会
科
学
』
第
五
号
　
一
九
八
九

・
中
島
智
子
「
解
放
直
後
の
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
年
）」『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
二
〇
号
　
一
九
九
〇

（
13
）

呉
鳴
夢
　
成
大
盛
「
解
放
後
の
初
期
在
京
都
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
〇
）」『
社
協
京
都
会
報
』
第
九
号
　
二
〇
〇
七
）
及
び
一
九
四
八
年
朝
連
中
央
本
部
の
組
織
表
「
在
日
本

朝
鮮
人
聯
盟
中
央
本
部
「
在
日
本
朝
鮮
人
聯
盟
全
体
組
織
統
計
表
（
一
九
四
八
年
二
月
現
在
）」
一
九
四
八
・
三

（
14
）

一
九
四
八
年
三
月
二
日
京
都
府
教
育
部
長
三
学
第
四
三
五
号
（
京
都
府
公
報
一
九
四
八
・
三
・
二
）

（
15
）

一
九
四
八
年
五
月
五
日
「
朝
鮮
人
教
育
対
策
委
員
会
代
表
と
の
間
に
覚
書
交
換
」（
一
、
朝
鮮
人
の
教
育
に
関
し
て
は
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
に
従
う
こ
と
。
二
、
朝
鮮
人
学
校
問
題
に
つ
い

て
は
私
立
学
校
と
し
て
の
自
主
性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
独
自
の
教
育
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
私
立
学
校
と
し
て
認
可
申
請
を
す
る
こ
と
。）

（
16
）

一
九
四
九
年
五
月
一
日
「
京
都
新
聞
」
記
事

（
17
）

一
九
四
八
年
六
月
十
一
日
京
都
府
教
育
部
長
三
学
第
八
六
号
「
在
日
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
」（
京
都
府
公
報
一
九
四
八
・
六
・
一
一
）

（
18
）

一
九
四
八
年
七
月
二
日
京
都
府
教
育
部
長
一
学
第
一
五
九
九
号
「
教
員
適
格
審
査
の
結
果
の
判
定
通
知
」（
京
都
府
公
報
一
九
四
八
・
七
・
二
）

（
19
）

教
員
名
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
　
一
九
四
九
・
二
・
二
八
「D

aily
O

peration

」
と
照
合
し
た
。

（
20
）

一
九
四
八
年
九
月
二
十
一
日
京
都
府
告
示
第
六
〇
八
号
（
京
都
府
公
報
一
九
四
八
・
九
・
二
一
）
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（
21
）

こ
の
覚
書
に
よ
り
特
別
教
育
の
た
め
に
使
え
る
学
校
と
教
室
数
は
紫
竹
小
（
二
）、
陶
化
小
（
四
）、
吉
祥
院
小
（
二
）、
上
鳥
羽
小
（
一
）、
養
正
小
（
二
）、
養
徳
小
（
二
）、
安
井
小
（
二
）、
桂

小
（
二
）、
住
吉
小
（
二
）
と
な
っ
た
。

（
22
）
「
第
一
初
等
学
校
の
児
童
一
七
〇
名
の
他
に
、
陶
化
小
学
校
で
は
一
五
〇
名
の
朝
鮮
人
児
童
が
日
本
人
と
一
緒
に
学
ん
で
い
る
」
中
島
智
子
「
解
放
直
後
の
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
民
族
教
育

（
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
年
）」『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
二
〇
号
　
一
九
九
〇
、
四
〇
頁
　
中
島
は
軍
政
部
文
書
に
よ
り
こ
の
経
過
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
23
）

一
九
四
九
年
十
月
十
一
日
京
連
第
二
〇
七
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
局
長
外
務
大
臣
宛
「
京
都
市
教
育
委
員
会
の
陶
化
小
学
校
内
朝
鮮
人
特
別
学
級
閉
鎖
問
題
経
緯
報
告
の
件
」

（
24
）

一
九
四
九
年
二
月
二
十
八
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
　
一
九
四
九
・
二
・
二
八
「D

aily
O

peration

」

（
25
）

前
掲
（
23
）

（
26
）

一
九
四
九
年
五
月
二
十
七
日
京
連
第
二
四
二
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
局
長
連
絡
調
整
中
央
事
務
局
長
宛
「
公
立
学
校
内
朝
鮮
人
特
別
学
級
設
置
に
関
す
る
件
」

（
27
）

前
掲
（
23
）

（
28
）

朝
・
日
関
係
京
都
研
究
会[
文
責
・
黄
鎮
益]

「
京
都
民
族
教
育
　
解
放
後
の
足
跡
（
略
年
表
）」『
同
胞
と
社
会
科
学
』
第
五
号
　
一
九
八
九

（
29
）

な
お
、「
略
年
表
」
に
は
「（
京
都
第
一
朝
鮮
人
小
学
校
が
一
九
四
九
年
）
十
一
月
二
十
一
日
京
都
府
指
令
四
学
第
八
三
二
号
に
よ
り
、
学
校
設
置
認
可
を
受
け
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
京

都
府
公
報
に
は
そ
の
記
載
は
な
い
。
学
校
認
可
の
詳
細
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。

（
30
）
「
朝
鮮
人
学
校
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
」（
文
管
庶
六
九
号
文
部
省
管
理
局
長
　
法
務
省
特
別
審
査
局
長
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
、
都
道
府
県
教
育
委
員
長
宛
通
知
一
九
四
九
・
一
〇
・
一
三
）

（
31
）

小
沢
有
作
「
在
日
朝
鮮
人
教
育
論
歴
史
篇
」
亜
紀
書
房
　
一
九
七
三
、
二
六
四
〜
二
六
五
頁

（
32
）

・
「
公
立
学
校
に
お
け
る
朝
鮮
語
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
文
初
庶
一
六
六
号
文
部
省
事
務
次
官
通
達
　
一
九
四
九
・
一
一
・
一
）

・
「
朝
鮮
人
私
立
各
種
学
校
の
設
置
認
可
に
つ
い
て
」（
文
管
庶
六
九
号
文
部
省
事
務
次
官
通
達
　
一
九
四
九
・
一
一
・
一
五
）

・
「
朝
鮮
人
児
童
・
生
徒
の
公
立
学
校
受
入
れ
に
つ
い
て
」（
文
初
庶
一
五
三
号
文
部
省
初
中
局
長
通
達
　
一
九
四
九
・
一
一
・
二
四
）

（
33
）

一
九
四
九
年
十
月
二
十
四
日
京
連
第
二
三
八
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
局
長
外
務
大
臣
宛
「
京
都
府
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
校
改
組
勧
告
に
関
す
る
件
」

（
34
）

京
都
新
聞
一
九
四
九
年
十
一
月
六
日
、
朝
日
新
聞
一
九
四
九
年
十
一
月
六
日

（
35
）

一
九
四
九
年
十
一
月
十
一
日
京
連
第
二
六
九
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
局
長
外
務
大
臣
宛
「
朝
鮮
人
学
校
の
新
法
人
設
立
認
可
申
請
に
関
す
る
件
」

（
36
）

一
九
五
〇
年
一
月
十
九
日
京
連
地
第
五
号
京
都
連
絡
調
査
事
務
局
長
近
畿
連
絡
調
整
事
務
局
長
宛
「
閉
鎖
朝
鮮
人
学
校
在
学
児
童
の
受
入
れ
に
関
す
る
件
」
添
付
「
朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
状
況
一
覧

表
（
昭
和
二
五
年
一
月
十
一
日
現
在
）」

（
37
）

中
島
智
子
「
解
放
直
後
の
京
都
に
お
け
る
朝
鮮
人
民
族
教
育
（
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
年
）」『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
二
〇
号
　
一
九
九
〇
、
四
二
頁

（
38
）

京
都
府
庁
文
書
「
教
職
不
適
格
判
定
一
件
　
昭
27-

13
」、「
教
職
審
査
例
規
昭
27-

11
」
等

（
39
）

前
掲
（
18
）

（
40
）

京
都
府
庁
文
書
「
学
校
設
置
廃
止
　
昭
25-

10
」
等

（
41
）

一
九
四
九
年
十
一
月
二
十
五
日
京
都
府
告
示
第
八
三
六
号
（
京
都
府
公
報
一
九
四
九
・
一
一
・
二
五
）

（
42
）

京
都
府
庁
文
書
「
学
校
設
置
廃
止
　
昭
24-

７
」
等

（
43
）

一
九
四
九
年
十
二
月
十
六
日
京
都
府
告
示
第
八
八
六
号
（
京
都
府
公
報
一
九
四
九
・
一
二
・
一
六
）

（
44
）

二
つ
の
申
請
起
案
文
書
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
出
て
き
た
。

①
府
知
事
の
認
可
の
日
付
の
欄
は
一
方
は
未
記
入
、
も
う
一
方
に
は
後
日
押
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ゴ
ム
印
が
は
み
出
し
て
押
さ
れ
て
い
る
。
②
開
校
年
月
日
の
欄
は
、
と
も
に
十
一
月
二
十
一
日
と
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記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
韓
国
学
院
の
も
の
は
筆
跡
か
ら
後
日
記
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
③
二
校
は
同
じ
日
の
認
可
で
、
起
案
文
書
番
号
も
連
番
（
四
学
第
八
三
二
、
八
三
三
）
に
な
っ
て

い
る
が
、
公
報
へ
の
搭
載
は
、
京
都
梅
津
学
校
が
十
一
月
二
十
四
日
、
京
都
韓
国
学
院
が
十
二
月
十
五
日
と
大
幅
に
ず
れ
て
い
る
。
④
京
都
韓
国
学
院
は
「
十
一
月
二
十
日
申
請
」（
京
都
梅
津
学

校
は
十
一
月
一
日
申
請
）
と
あ
り
、
書
類
で
は
申
請
の
翌
日
に
認
可
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
京
都
韓
国
学
院
の
申
請
は
実
際
に
は
十
一
月
二
十
一
日
以
降
に
出
さ
れ
た

が
、
認
可
日
は
京
都
梅
津
学
校
と
同
一
の
十
一
月
二
十
一
日
に
す
る
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

（
45
）

京
都
市
で
の
朝
鮮
人
学
校
か
ら
の
転
校
は
一
九
五
〇
年
一
月
以
降
に
だ
け
で
な
く
、
閉
鎖
や
校
舎
明
け
渡
し
が
表
面
化
し
た
一
九
四
九
年
か
ら
は
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
時
期
全
体
と
し
て
は
こ
れ
を
越
え
る
数
と
考
え
ら
れ
る
。

（
46
）
「
朝
鮮
人
教
育
問
題
に
関
す
る
方
針
（
通
知
）」（
発
教
施
一
一
六
号
京
都
市
教
育
委
員
会
　
一
九
四
九
・
九
・
一
九
）

（
47
）
「
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
取
扱
い
（
通
知
）」（
発
教
施
一
四
八
号
京
都
市
教
育
委
員
会
　
一
九
四
九
・
一
〇
・
三
一
）

（
48
）

向
上
社
小
学
校
、
韓
国
居
留
民
団
小
学
校
の
名
称
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。
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資料１．京都府内朝鮮人学校関連年表（1948～1950）
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資料２．京都府公報（1946～49）に記載されている朝鮮人学校「学校設置認可告示」

「学校設置認可」については京都府知事名で京都府公報に告示されている。この表は1946年～1949年までの４
年間の京都府公報の中から確認できた11件の「朝鮮人学校の学校設置認可告示」である。記載事項は暦年以外
は原文のままとした。表右の「設置申請の行政文書の有無」については、11件の中で、京都府庁文書｢学校設
置廃止」簿冊に設置認可申請書等起案文書の保存の有無である。なお、｢学校設置廃止」文書類は、「永年保存」
扱いとされてきたようである。（2007年９月調べ）




